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①
青
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り
の
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   い
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し
あ
う
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

主な内容
● さあ、世界へ踏み出そう  国際交流の第一歩 　2～3ページ
● 2月7日（水）申告相談スタート  確定申告が始まります！　4～7ページ
● 平成30年 長門市消防出初式　8～9ページ
● 平成30年 長門市成人式　15～18ページ
● くらしの情報   14ページ～
　・臨時職員募集　・発達障害児支援講演会　・ねんりんピック山口2018参加者募集
　・水銀式の体温計　・温度計・血圧計を無料回収します　・日置ふれあい農園利用者募集

新成人の自覚を胸に／平成30年長門市成人式
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平
成
28
年
12
月
15
日
に
長
門
湯
本
温
泉
で
行
わ
れ
た
日
露
首
脳

会
談
を
き
っ
か
け
と
し
、
市
で
は
平
成
29
年
５
月
、
長
門
市
国
際

交
流
推
進
本
部
を
設
置
。
同
年
12
月
18
日
に
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
ク

ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
地
方
ソ
チ
市
と
の
共
同
声
明
に
調
印
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
国
際
交
流
の
現

状
や
課
題
、
事
業
の
推
進
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

国際交流
こ
れ
ま
で
の
取
組

　

長
門
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
１
市

３
町
お
よ
び
新
市
に
至
る
ま
で
、
国

内
外
の
国
・
地
域
と
の
友
好
都
市
や

姉
妹
提
携
は
結
ん
で
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
は
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、

長
門
青
年
会
議
所
が
日
韓
親
善
交
流

事
業
と
し
て
実
施
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
面
で
の
交
流
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
12
月
か
ら
は
、
長
門
市

世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
基
本
計

画
を
策
定
し
て
世
界
大
会
の
キ
ャ
ン

プ
誘
致
を
推
進
。
平
成
28
年
12
月
に

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
は

　

大
会
を
契
機
と
し
、
自
治
体
が
参

　

加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・

　

文
化
的
な
相
互
交
流
を
行
う
も
の

さあ、世界へ踏み出そう

ソチ市のアナトリー・
パホモフ市長ととも
に両市間の協力に関
する共同声明に調印
（平成29年12月18日）

の 第一歩
国
際
交
流
の「
今
」

抱
え
る
課
題

　

海
外
の
姉
妹
提
携
都
市
が
な
い
こ

と
で
、
本
市
は
海
外
の
国
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
た
め
、
国
際

交
流
に
対
し
て
、
ま
ず
は
市
民
の
意

識
の
醸
成
や
理
解
を
求
め
る
施
策
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
交
流
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
・
教

育
・
産
業
な
ど
の
国
際
交
流
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
再
整

備
す
る
施
設
の
活
用
や
、
教
育
・
産

業
面
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
受
入
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
展
開

　
「
第
２
次
長
門
市
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
国
際
交
流
事
業
は
次
の
と

お
り
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
歴
史
・
文
化
を
継
承
し
、
輝
く
人

　
を
育
む
ま
ち
（
学
校
教
育
・
就
学

　
前
教
育
の
充
実
）

　

子
ど
も
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
養
う
機
会
と
し
て
、
海
外
と
の

交
流
・
研
修
を
進
め
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策

 

・
中
学
生
海
外
派
遣

 

・
国
際
交
流
事
業
の
実
施

 

・
留
学
生
等
の
派
遣
・
受
け
入
れ

 

・
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業

②
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　（
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
）

　

民
間
の
国
際
交
流
事
業
は
引
き
続

き
支
援
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を

一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し

て
活
動
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

●
具
体
的
な
施
策

 

・
市
民
に
多
文
化
共
生
の
大
切
さ
を

　

伝
え
る

 

・
海
外
と
の
交
流
・
協
力
を
推
進

 

・
長
門
市
の
魅
力
を
発
掘
し
発
信

 

・
市
内
産
業
・
技
術
等
の
輸
出

 

・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
規
模
ス
ポ
ー

　

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致

▲昨年８月に市内で開催された
異文化を学ぶ「タブカフェ」
（多文化共生国際カフェ）

現在地

知
名
度
・
認
知
度 イントロ 1st ステージ 2nd ステージ FINAL ステージ

外から見た長門市の
検証

人的交流

物的交流

多面的交流

姉妹提携に向けた取組では、人的・物
的・多面的交流と継続してステージを
進めることで、市の認知度向上と、市
民満足度の向上につなげていきます。

■学生（中高生）
■企業（民間企業・飲
　食店・各種団体）

■短期留学
■ホームステイ
■各ハード、ソフト項
　目による交流

■LLCや商社を通して
　海外や日本国内にお
　けるロシア関連施設
　へ展開
■2020 年の東京オリ
　ンピック・パラリン
　ピックのホストタウ
　ンとして、キャンプ
　などの交流

知
名
度
・
認
知
度

人的交流
（学生・スポーツ）

多面的交流物的交流
（素材・技術力）

市民にとっての価値創造

市民満足度向上
認知度向上

継続性

市民にとっての
価値創造（人材
育成・インバウ
ンド獲得など）

国
際
交
流
の「
未
来
」

ロ
シ
ア
・
ソ
チ
市
と
の
交
流

　

平
成
28
年
、
本
市
で
の
日
露
首
脳

会
談
開
催
決
定
後
、
市
内
で
は
歓
迎

行
事
が
多
数
実
施
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と

い
う
国
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

首
脳
会
談
に
お
い
て
安
倍
首
相
が

示
し
た
ロ
シ
ア
と
の
８
項
目
の
協
力

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、昨
年
12
月
に
は
、

人
的
交
流
の
拡
大
を
目
指
し
て
「
長

門
市
及
び
ソ
チ
市
間
の
協
力
に
関
す

る
共
同
声
明
」
を
締
結
。
ま
た
、
正

式
な
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
中
に
両
市
で
検
討
す
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。

外
国
人
居
住
者
の
支
え
に

　

現
在
、
長
門
市
の
人
口
の
約
１
％

は
外
国
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外

と
の
交
流
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、

外
国
人
居
住
者
の
現
状
を
把
握
し
よ

う
と
昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
事
業
所
別
抽
出
調
査
、
結
果
は
下

記
参
照
）
で
は
、
言
葉
の
問
題
を
中

心
に
、
就
学
・
通
院
・
ご
み
出
し
な

ど
日
常
生
活
面
で
の
不
安
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年

10
月
に
は
、
長
門
市
中
央
公
民
館
の

呼
び
か
け
で
地
域
住
民
が
集
い
、
同

館
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
な
が
と
日

本
語
ク
ラ
ブ
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う

　

ロ
シ
ア
と
の
交
流
を
含
め
、
今
後

の
国
際
交
流
全
般
を
長
期
的
な
視
野

で
進
め
る
た
め
、
昨
年
5
月
に
設
置

し
た「
長
門
市
国
際
交
流
推
進
本
部
」

で
は
、
設
置
と
同
時
に
「
長
門
市
国

際
交
流
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
計

画
・
実
施
・
検
証
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
本
年
度
中
に
実
施
計
画
を
策
定

し
て
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

民
間
へ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
集
ま
っ
た
メ

ン
バ
ー
が
、
外
国
人
居
住
者
に
対
し

て
日
本
語
講
座
の
開
催
や
生
活
面
で

の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
本
紙
13
ペ
ー
ジ
「
長
門
の
人
」
で

　

も
こ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す

■
本
特
集
の
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課

　

世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
室

℡
23
‐
１
１
９
６ ▲地域住民による日本語講座（昨年10月）

①今、困っていること②今後、必要とすること

姉妹提携に向けた取組の推進（イメージ）

▲首脳会談を前に児童が歓迎
の旗を手作り（平成28年12月）

▲日露青年交流事業で稲刈りを
体験するロシアの学生（昨年10月）

・医師の話がよく理解できない
・住居について相談できる窓口がない
・就労後、日本語や基本的なルールが分
　からない
・地域での助け合いができるか不安   など

・予防接種や健康相談の情報提供
・多言語での情報提供の充実
・住居に関する相談窓口の設置
・就業者に対する日本語での学習支援
・外国人労働者の就業環境の改善
・防災訓練への参加
・SNSなどインターネットを活用した災
　害情報の多言語での提供　など

※本アンケートは、市内の事業所に勤務
　する外国人（中国・ベトナム出身者）を
　無作為に抽出して行ったものです
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確定申告
　

今
年
も
確
定
申
告
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
市
が
行
う
市
・
県

民
税
申
告
相
談
会
を
、
２
月
７
日
（水）
か
ら
３
月
15
日
（木）
ま
で
開
催

し
ま
す
。
今
回
の
申
告
か
ら
窓
口
延
長
の
相
談
会
場
が
一
部
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
詳
細
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

な
お
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告
会
場
の
開
設
期
間
は
、
２
月
16

日
（金）
か
ら
３
月
15
日
（木）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
消
費
税
の
申

告
期
限
は
４
月
２
日
（月）
ま
で
）

始まります！

確
定
申
告

 （
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
）

　

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
（
以

下
「
所
得
税
等
」）
の
確
定
申
告
は
、

昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額
と
、
そ
れ

に
対
す
る
所
得
税
等
の
額
を
計
算
し
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
な
ど
と
の
過

不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。

※
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合
で

　
も
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
と

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

《
確
定
申
告
が
必
要
な
人
》

　

事
業
所
得
や
不
動
産
、
配
当
、
そ

の
他
の
雑
所
得
、
一
時
所
得
、
不
動

産
の
売
却
等
に
よ
る
所
得
が
あ
る
場

合
で
、
所
得
金
額
の
合
計
額
が
所
得

控
除
額
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

●
給
与
所
得
者
の
場
合

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
通

常
、
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
る
の
で

確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
給
与
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超

　

え
る
人

②
給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
て

　

給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外

　

の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

　

え
る
人

③
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て

　

い
て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

　

た
給
与
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得

　

お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

　

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

●
年
金
所
得
者
の
場
合

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
400
万

円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
は
、
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
所
得
税
等
の
還
付
を
受

け
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
》

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

し
、確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵

送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
で
の
申
告
、

申
請
、
届
出
も
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
関
す
る
本
人
確
認
書
類
の

提
示
や
写
し
の
提
出
は
不
要
で
、
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
税
務
署
で
相
談
会
を
実
施
》

　

税
務
署
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
所
得
税
等
・
消
費
税
等
お
よ
び
贈

与
税
の
申
告
書
を
自
分
で
作
成
す
る

た
め
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間　

２
／
16 

（金）
〜
３
／
15 

（木）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
相
談
時
間　

９
：
00
〜
17
：
00

※
受
付
は
16
：
00
ま
で

●
会
場　

長
門
税
務
署

市
・
県
民
税
申
告

　

市
・
県
民
税
申
告
は
、
平
成
30
年

度
の
市
・
県
民
税
の
算
定
の
基
と
な

る
昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額
な
ど
を

申
告
す
る
も
の
で
す
。

《
市
・
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人
》

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
原

則
と
し
て
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

収
入
が
何
も
な
く
、
誰
に
も
扶
養

さ
れ
て
い
な
い
人
が
申
告
を
し
な
い

と
、
国
民
健
康
保
険
等
の
各
種
保
険

料
や
、
保
育
園
・
公
営
住
宅
等
の
料

金
が
正
し
く
算
定
で
き
な
い
な
ど
、

各
種
給
付
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
収
入
が
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
の
み
と
い
っ
た
人
も
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
申
告
は
、
郵
送
で
提

出
も
で
き
ま
す
。
１
月
に
「
広
報
な

が
と
」
と
一
緒
に
配
布
し
た
「
市
・

県
民
税
申
告
特
集
号
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

《
申
告
相
談
に
来
ら
れ
る
人
へ
》

①
青
色
申
告
者
は
税
務
署
で
確
定
申

※
市
・
県
民
税
申
告
を
す
る
必
要
が

　
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
済

　

ん
で
い
る
人

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
公
的

　

年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
内
容
に
変

　

更
の
な
い
人

※
②
・
③
の
人
で
、
所
得
控
除
の
対

　

象
と
し
て
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控

　

除
・
社
会
保
険
料
控
除
・
生
命
保

　

険
料
等
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寡

　

婦
（
夫
）
控
除
な
ど
を
変
更
す
る

　

人
は
申
告
が
必
要
で
す

《
問
い
合
わ
せ
》

●
所
得
税
等
に
つ
い
て

　

長
門
税
務
署
（
確
定
申
告
テ
レ

　

フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
） 

℡ 

22 

‐
２
４
４
１

※
選
択
ナ
ン
バ
ー 　

０（
ゼ
ロ
）

●
市
・
県
民
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係℡

23
‐
１
１
２
４

　

告
を
し
て
く
だ
さ
い

②
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

　

り
、
記
帳
の
整
理
が
済
ん
で
い
な

　

い
人
、
ま
た
医
療
費
控
除
を
受
け

　

よ
う
と
す
る
場
合
で
、
医
療
を
受

　

け
た
人
や
医
療
機
関
ご
と
の
領
収

　

書
の
整
理
・
集
計
が
済
ん
で
い
な

　

い
人
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が
で

　

き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
準
備
を

　

お
願
い
し
ま
す

③
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等

　

の
あ
る
人
は
、
所
得
税
と
住
民
税

　

で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
で
き

　

ま
す
。
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ

　

る
日
ま
で
に
住
民
税
申
告
書
を
提

　

出
す
る
こ
と
で
、
所
得
税
と
異
な

　

る
課
税
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が

が

２.７（水）
申告相談
スタート

２

１

マイナンバー（個人番号）の
記載が必要です

　成りすましなどの被害を防止するた
め、申告にはマイナンバー（個人番号）
による本人確認が必要となります。

■必要なもの（①②のどちらか）
①「マイナンバーカード」の提示
②「マイナンバー通知カード」とあわせて
　運転免許証、健康保険証、パスポート
　などの提示

※申告書には、配偶者・扶養親族・事業
　専従者のマイナンバーも記載しますの
　で、事前にナンバーを確認の上、会場
　にお越しください

ここに
注意！

セルフメディケーション
（医療費控除の特例）が
利用できます

　国が定める健康診査などを受けている
人が、特定一般用医薬品を年間 12,000
円を超えて購入した場合には、その購入
費 用（ 年 間 100,000 円 を 限 度 ） の う ち
12,000 円を超える額について、所得控除
の適用を受けることができます。
　なお、この特例の適用を受ける場合は、
現行の医療費控除の適用を受けることが
できませんので、ご注意ください。

※特定一般用医薬品とは、要指導医薬品
　および一般用医薬品のうち、医療用か
　ら転用された医薬品（類似の医療用医
　薬品が医療用保険給付の対象外のもの
　を除きます）をいいます

新制度

ふるさと納税
ワンストップサービス
特例制度が利用できます

　もともと確定申告をする必要がない給
与所得者で、ふるさと納税の寄付先が５
団体以下の場合、寄付金税額控除に係る
申告特例申請書を提出すれば、確定申告
は必要ありません。

※医療費控除等を別に申告をする必要が
　ある人は特例制度が使えませんので、
　すべての寄付金の領収書を持参の上、
　申告をしてください

特例
制度

　

で
き
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
場

　

合
は
申
告
相
談
の
際
に
申
し
出
て

　

く
だ
さ
い

④
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
市
の
相
談

　

会
場
で
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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平成30年度  市・県民税申告相談日程
●３月 13 日（火）・14 日（水）は時間を延長して申告相談を受け付けます（地区の指定はありません）
　・受付時間　16：00 〜 19：00　・会場　長門市物産観光センター２階会議室
●指定日に来られない場合は、３月 15 日（木）に受け付けます
●申告相談期間中、市役所税務課や各支所での申告相談はできません

長門地区
月／日 曜 会　場 午前（9時〜 12 時） 午後（13時〜 16 時）

２／ 20　 火 通出張所 通４〜７区 通１〜３区
　　21　 水 通出張所 通 12 〜 16 区 通８〜 11 区
　　22　 木 仙崎公民館 祇園町区、大日比区 南町区、大泊区
　　 23　 金 仙崎公民館 新屋敷町区、新開町区 青海区
　　24　 土
　　25　 日

　　 26　 月 仙崎公民館 栄町区、本町区、北本町区、洲崎町区、
今浦町区、鍛冶屋町区

中新町区、新町区、幸町区、旭町区、錦
町区

　　 27　 火 俵山公民館 木津区、郷区 黒川区、大羽山区
　    28　 水 俵山公民館 小原区、湯町区 上政区、上安田区、下安田区、七重区
３／１　 木 物産観光センター 山小根区、渋木中区、大垰区、坂水区 渋木１〜３区、真木区
　　 ２　 金 物産観光センター 鳥越１区・２区 白潟１区・３区

３　 土
　　４　 日
　　 ５　 月 物産観光センター 中山区 藤中区、白潟２区

６　 火 物産観光センター 田屋区 正明市１〜５区
７　 水 物産観光センター 上郷区、下郷区、下川西区、上ノ原区 後ヶ迫区、開作区、境川区
８　 木 物産観光センター 緑ヶ丘区、駅前区、湊１東区、湊１西区 湊２区、湊中央区、湊３区
９　 金 物産観光センター 板持１区・４区 板持２区・３区
10　 土
11　 日
12　 月 物産観光センター 上川西２区・３区 上川西１区
13　 火 物産観光センター 殿台区、小河内区、大河内区 江良区　★時間延長（16 時〜 19 時）  
14　 水 物産観光センター 河原区、三ノ瀬区 門前区、湯本区  ★時間延長（16 時〜19 時）  
15　 木 物産観光センター 予備日（指定日に来れない人：全地区）

２月20日（火）からスタートします。
鳥越１・２区、白潟１・２・３区の申告会場は物産観光センターに変更となりました。

三隅地区
月／日 曜 会　　場 午前（9時〜 12 時） 午後（13時〜 16 時）

２／７　 水 三隅支所 野波瀬（１〜７班） 野波瀬（８〜 15 班）
　　 ８　 木 三隅支所 滝坂、一の瀬、三隅中畑、杉山、樅の木、麓 宗頭、兎渡谷
　　 ９　 金 三隅支所 上中小野、辻並、大竹 下中小野、正楽寺、生島
　　10　 土
　　11　 日 建国記念の日
　　12　 月 振替休日
　　 13　 火 三隅支所 浅田 市、久原
　　 14　 水 三隅支所 三隅中村 湯免、土手、津雲、飯井
　　 15　 木 三隅支所 小島、二条窪 向山、平野
　　 16　 金 三隅支所 豊原（上蓼原・下蓼原、片川、新町、駅前） 豊原（東、沖、上、中、下、西）
　　17　 土
　　18　 日
　　 19　 月 三隅支所 上東方、下東方、殿村新開、向開作 沢江、上ゲ
３／13　 火 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区

14　 水 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区
15　 木 物産観光センター 予備日（指定日に来れない人：全地区）

２月７日（水）からスタートします。

油谷地区
月／日 曜 会　場 午前（9時〜 12 時） 午後（13時〜 16 時）

２／７　 水 宇津賀集落センター 東立石、西立石 大畠、青村
　　 ８　 木 宇津賀集落センター 上津黄、東津黄、西津黄 東後畑、小田
　　 ９　 金 向津具公民館 大浦東 大浦西、油谷
　　10　 土
　　11　 日 建国記念の日
　　12　 月 振替休日
　　 13　 火 向津具公民館 大和、南方、本郷 山崎、水岬、上野西
　　 14　 水 向津具公民館 田久道、白木 久津
　　 15　 木 油谷支所 中ノ森、川尻東 上野東、川尻西
　　 16　 金 油谷支所 稲石、新別名 駅通、大迫
　　17　 土
　　18　 日
　　 19　 月 油谷支所 東大坊、坂根、山根、二ノ瀬 人丸、芝崎、大坊、田上
　　 20　 火 油谷支所 亀田、植松、荒人 長久、杣地、有宗、広中
　　21　 水 油谷支所 札場、河原浦、大江 浅井、尾崎、里、伊上浦、岡、宮ノ馬場
　　 22　 木 油谷支所 上り野、前方、須方、綾湖、貝川 上蔵小田、下蔵小田
　　 23　 金 油谷支所 油谷中畑、渡場、掛淵 赤屋、木吹、大川尻
３／13　 火 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区

14　 水 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区
15　 木 物産観光センター 予備日（指定日に来れない人：全地区）

２月７日（水）からスタートします。

日置地区
月／日 曜 会　場 午前（9時〜 12 時） 午後（13時〜 16 時）

２／26　 月 日置支所 黄波戸１〜５区 長崎、矢ヶ浦、茅刈
　　 27　 火 日置支所 黄波戸口、堀田、亀山 亀山団地、大内山上、大内山下
　    28　 水 日置支所 古市新町、古市原小路、新市 古市上、古市下、畑、国広、農士園
３／１　 木 日置支所 上城、小野地 狩宿、一円
　　 ２　 金 日置支所 向田、川原、日置中村 真口、東坂本、西坂本

３　 土
　　４　 日
　　 ５　 月 日置支所 炭床、北山、野田北、野田南、雨乞 長行

13　 火 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区
14　 水 物産観光センター − ★時間延長（16 時〜 19 時）   ※全地区
15　 木 物産観光センター 予備日（指定日に来れない人：全地区）

２月26日（月）からスタートします。

確定申告、市・県民税申告に必要なものチェックリスト
チェック 対　象 必要なもの

全員 ①マイナンバーカード　もしくは
②マイナンバー通知カードと免許証や保険証などの身分の確認ができるもの

全員 認印
全員 給与や公的年金の源泉徴収票（原本）※コピー不可

各種事業所得のある人 各種収支内訳書（帳簿の記帳を済ませて収入・経費ごとに集計、領収書は必ず持参）
農業、不動産などの事業用
固定資産償却費がある人 昨年５月に固定資産税納付書に同封した固定資産税課税明細書

社会保険料控除や生命・地
震保険料控除を受ける人 各種支払証明書や領収書

障害者控除を受ける人 障害者手帳など

住宅借入金等特別控除を受
ける人

住宅借入金の年末残高証明書、住宅借入金等特別控除証明書
※初めて住宅借入金特別控除を受ける人は、税務署で確定申告をしてください
 （住民票の写し、登記簿謄本または抄本、収入印紙貼付済みの請負契約書または売
　買契約書の写しなどが必要です）

医療費控除を受ける人 領収書や支払証明書（医療を受けた人や医療機関ごとに整理・集計すること）
所得税が還付される場合 本人名義の預貯金の口座番号が分かるもの

※上記のほか、申告に必要な書類をご持参ください
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（
　）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

消
防
団
員・個
人・団
体
を
表
彰

《
功
績
章
（
10
人
）》

佐
渡
尚
長（
仙
崎
３
）町
野
亘
宏（
日

置
３
）
波
多
野
伸
二
（
油
谷
人
丸
）

兼
澤
智
俊
（
油
谷
伊
上
）
小
笠
原
吉

人
（
油
谷
蔵
小
田
）
池
永
達
夫
（
宇

津
賀
後
畑
）
船
津
政
治
（
向
津
具
副

分
団
長
）
中
村
修
（
向
津
具
久
津
）

井
上
良
助
（
向
津
具
大
浦
）
松
尾
真

明
（
向
津
具
本
郷
）

《
勤
続
章
（
70
人
）》

30
年　

河
部
義
明
（
仙
崎
１
）
川
端

政
春
（
同
）
村
田
博
文
（
深
川
南
３
）

山
根
彰
（
同
）
惣
代
芳
治
（
日
置
１
）

永
松
芳
明
（
宇
津
賀
津
黄
）
藤
田
孝

之
（
宇
津
賀
立
石
）
岡
本
和
徳
（
向

津
具
分
団
長
）

20
年　

釼
物
伸
次
（
通
１
）
山
根
幸

広
（
同
）
山
田
吉
輝
（
仙
崎
２
）
大

深
泰
司
（
仙
崎
４
）
村
田
宣
弘
（
深

川
北
１
）
竹
内
康
雄
（
深
川
北
２
）

河
田
達
生
（
深
川
南
１
）
坂
井
典
嗣

（
深
川
南
２
）
岡
本
昌
朗
（
三
隅
第

１
滝
坂
）
田
邉
孝
志
（
三
隅
第
１
上

中
小
野
）
兼
重
智
一
（
三
隅
第
１
下

中
小
野
）
南
部
剛
（
三
隅
第
２
市
）

伊
藤
将
徳
（
三
隅
第
２
中
村
）
沖
村

清
（
三
隅
第
３
小
島
）
福
田
竜
太
郎

（
三
隅
第
３
分
団
長
）
大
野
健
作
（
三

隅
第
３
沢
江
）
大
西
基
（
日
置
１
）

松
永
充
功
（
油
谷
人
丸
）
藤
田
芳
博

（
同
）
吉
永
泰
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）

竹
島
伸
浩
（
宇
津
賀
後
畑
）
藤
永
利

明
（
向
津
具
久
津
）
秋
山
昌
文
（
同
）

10
年　

山
田
晋
太
（
通
１
）
新
宅
仁

文
（
通
２
）
上
利
将
司
（
仙
崎
１
）

西
嶋
真
吾（
仙
崎
４
）沖
田
敬
博（
同
）

都
野
瀬
誠
（
同
）
津
田
友
哉
（
同
）

無
量
谷
久
司
（
深
川
北
２
）
和
田
幸

一
（
同
）
三
好
和
之
（
深
川
北
３
）

荒
川
直
人
（
同
）
西
間
聖
治
（
深
川

南
１
）上
田
政
明（
同
）原
卓
也（
同
）

山
根
茂
（
深
川
南
２
）
原
田
満
（
同
）

堀
新
治（
深
川
南
３
）梅
田
信
司（
俵

山
２
）
飯
村
秀
明
（
同
）
坂
倉
弘
真

（
同
）
上
田
和
史
（
三
隅
第
１
宗
頭
）

近
藤
倫
（
三
隅
第
２
市
）
長
澤
嘉
彦

（
同
）
中
谷
賢
（
同
）
小
松
憲
治
（
同
）

西
村
和
美
（
三
隅
第
２
中
村
）
武
林

裕
介
（
三
隅
第
３
小
島
）
山
中
優
宏

（
三
隅
第
３
豊
原
）
松
永
茂
樹
（
油

谷
人
丸
）西
田
勝
利（
同
）津
村
匠（
油

谷
蔵
小
田
）
高
野
広
道
（
同
）
仲
子

徹
（
向
津
具
久
津
）
岡
嶋
謙
治
（
同
）

池
永
豊
（
向
津
具
大
浦
）
木
原
信
明

（
向
津
具
本
郷
）
北
川
昌
弘
（
同
）

久
保
田
和
也
（
同
）
藤
川
洋
（
向
津

具
川
尻
）

《
退
職
団
員
感
謝
状
（
27
人
）》

木
村
正
雄（
副
団
長
）永
松
文
夫（
油

谷
方
面
隊
長
）
石
川
秀
明
（
通
１
）

後
根
美
明
（
同
） 

中
村
利
明
（
仙
崎

２
）
飯
田
法
幸
（
仙
崎
３
）
藤
井
博

志
（
同
）
小
﨑
真
一
（
深
川
北
１
）

山
田
憲
吾
（
同
）
山
村
義
弘
（
深
川

北
２
）
石
光
徳
仁
（
同
）
原
田
一
男

（
同
）
上
田
拓
史
（
深
川
南
１
）
利

重
政
宏
（
深
川
南
２
）
本
田
日
出

夫
（
俵
山
１
）
加
藤
雅
教
（
俵
山

２
）
中
尾
宏
治
（
三
隅
第
１
下
中
小

野
）
中
野
一
晃
（
三
隅
第
２
副
分
団

長
）
木
原
勲
（
三
隅
第
２
中
村
）
河

村
幸
宣
（
三
隅
第
２
野
波
瀬
）
柳
本

宗
彦
（
三
隅
第
３
副
分
団
長
）
山
下

賢
三
（
三
隅
第
３
豊
原
）
中
野
明
彦

（
三
隅
第
３
沢
江
）
永
尾
智
之
（
日

置
２
）
日
坂
成
雄
（
油
谷
人
丸
）
河

上
実
夫
（
油
谷
蔵
小
田
）
井
上
良
助

（
向
津
具
大
浦
）

　

新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式

が
１
月
７
日

（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

を
会
場
に
行
わ
れ
、
消
防
署
・
消
防

団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
消
防
関

係
者
約
700
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
西
市
長
が
「
災
害

は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
ま
た
市

民
か
ら
愛
さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し

て
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
の
後
、
流
田
壽
雄
消
防

団
長
は
「
近
年
の
大
規
模
災
害
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
団
結
を
強
固
に
し
て
、
地
域
住

民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
わ
る
と
、
す
べ
て
の
部

隊
が
隊
列
を
組
み
、
会
場
を
１
周
す

る
「
観
閲
行
進
」、
大
西
市
長
や
来

賓
が
点
検
す
る
「
人
員
機
材
点
検
」

が
行
わ
れ
、
最
後
は
13
部
隊
の
車
両

が
一
列
に
並
び
、
空
に
向
か
っ
て
一

斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

※
各
種
表
彰
の
受
賞
者
は
次
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す

県
消
防
協
会
長
表
彰

《
優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰
》

奥
野
博
子
（
み
の
り
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
）

《
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
》

菱
海
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

《
優
良
団
員
表
彰
（
14
人
）》

釼
物
伸
次（
通
１
）久
保
田
欣
康（
同
）

萩
原
典
人
（
深
川
北
２
）
平
田
健
二

（
同
）
梶
川
節
雄
（
日
置
１
）
光
井

修
（
同
）
藤
嶋
徹
（
日
置
３
）
野
中

保
志
（
同
）
中
嶋
智
之
（
油
谷
河
原
）

吉
永
泰
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）
白
井
美

智
二
（
同
）
池
永
知
仙
（
宇
津
賀
後

畑
）
藤
田
和
秀
（
宇
津
賀
立
石
）
藤

井
晋
作
（
宇
津
賀
角
山
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状（
12
人
）》

木
村
正
雄
（
副
団
長
）
永
松
文
夫
（
油

谷
方
面
隊
長
）
後
根
美
明
（
通
１
）

中
村
利
明
（
仙
崎
２
）
藤
井
博
志
（
仙

崎
３
）
石
光
徳
仁
（
深
川
北
２
）
原

田
一
男（
同
）本
田
日
出
夫（
俵
山
１
）

加
藤
雅
教
（
俵
山
２
）
中
尾
宏
治
（
三

隅
第
１
下
中
小
野
）
日
坂
成
雄
（
油

谷
人
丸
）
井
上
良
助
（
向
津
具
大
浦
）

長
門
市
消
防
団
長
表
彰

県
消
防
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
表
彰

《
精
勤
章
（
39
人
）》

河
﨑
政
徳（
仙
崎
１
）尾
崎
将
司（
同
）

西
嶋
真
吾（
仙
崎
４
）沖
田
敬
博（
同
）

都
野
瀬
誠
（
同
）
津
田
友
哉
（
同
）

無
量
谷
久
司
（
深
川
北
２
）
和
田
幸

一
（
同
）
大
谷
浩
章
（
同
）
坂
野
智

之
（
深
川
南
１
）
大
谷
和
弘
（
深
川

南
２
）
村
田
耕
治
（
深
川
南
３
）
坂

辻
満
（
俵
山
１
）
本
田
勝
規
（
同
）

田
中
秀
典
（
俵
山
２
）
弘
中
剛
（
三

隅
第
１
宗
頭
）
坂
田
雅
之
（
三
隅
第

１
兎
渡
谷
）
中
谷
賢
（
三
隅
第
２
市
）

松
岡
裕
史
（
三
隅
第
２
中
村
）
水
野

庄
司
（
同
）
吉
岡
雄
慈
（
三
隅
第
２

野
波
瀬
）松
本
徹（
同
）安
藤
雅
裕（
三

隅
第
３
小
島
）
山
中
優
宏
（
三
隅
第

３
豊
原
）
山
中
翔
平
（
同
）
杉
原
裕

紀
（
三
隅
第
３
浅
田
）
惣
代
芳
治
（
日

置
１
）上
田
知
之（
同
）末
永
貴（
同
）

林
寿
樹
（
日
置
２
）
荒
田
孝
蔵
（
油

谷
河
原
）
中
野
善
雄
（
同
）
今
津
太

志
（
向
津
具
大
浦
）
池
永
豊
（
同
）

久
保
田
和
也
（
向
津
具
本
郷
）
小
島

一
夫（
同
）中
川
光
利（
向
津
具
川
尻
）

末
冨
勝
吉
（
同
）
松
本
恭
幸
（
同
）

長
門
市
長
表
彰

団結し、地域を守る使命を胸に。

長門市消防出初式

決
意
新
た
に
、700
人
が
出
席

観閲行進時の吹奏楽演奏 天候も良く観覧者も多かった 消防車も順に登場 表彰を受ける幼年消防クラブ

真剣な表情の消防団員日置婦人防火クラブの行進人員機材点検

劇場で行われた式典

表彰状の贈呈 観閲行進

一斉放水



門の話題長

村
田
清
風
記
念
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

清
風
と
政
之
助
の
生
涯
を
辿
る

　

平
成
30
年
が
明
治
維
新
150
年
と

な
る
こ
と
か
ら
、
村
田
清
風
記
念

館
の
展
示
内
容
の
模
様
替
え
が
行

わ
れ
、
１
月
19
日
（金）
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
浅
田
小
学
校
６
年
生
に
よ
る

朗
唱
「
餐
麦
弓
買
（
さ
ん
ば
く
ゆ

み
を
か
う
）」や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
・
コ
ー
ル
ア
ミ
カ
に
よ
る
歌「
偉

人　

村
田
清
風
」
が
披
露
さ
れ
、

完
成
を
祝
っ
た
後
、
中
野
館
長
に

よ
る
館
内
の
案
内
と
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

館
内
は
小
学
生
か
ら
興
味
の
あ

る
人
ま
で
段
階
に
応
じ
て
３
種
類

の
説
明
板
が
新
し
く
用
意
さ
れ
た

ほ
か
、
漫
画
家
の
広
中
建
次
さ
ん

に
よ
る
漫
画
を
活
用
し
た
分
か
り

や
す
い
展
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
ご
来
光
登
山
イ
ベ
ン
ト

初
日
の
出
に
無
病
息
災
を
祈
願

　

１
月
１
日
（月）
、
恒
例
の
「
初
日

の
出
登
山
」
が
青
海
島
の
高
山
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
100
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
高
山
は
平
成

28
年
度
に
「
し
ま
山
100
選
」
に
選

ば
れ
、山
頂
か
ら
は
「
波
の
橋
立
」

や
「
海
上
ア
ル
プ
ス
」
が
望
め
る

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
午
前
６
時
過
ぎ
に
懐

中
電
灯
を
持
っ
て
出
発
し
、
約
40

分
か
け
て
登
頂
。
午
前
7
時
20
分

ご
ろ
、
東
の
空
か
ら
太
陽
が
現
れ

る
と
、
参
加
者
は
一
年
の
無
病
息

災
を
願
っ
て
初
日
の
出
を
拝
み
ま

し
た
。

　

下
山
後
に
は
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
お
雑
煮
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
は
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
ま

し
た
。

▲手づくりのお雑煮で冷えた身体を温める

▲山頂で日の出を待つ参加者

▲浅田小学校６年生の朗唱「餐麦弓買」

▲漫画を活用した分かりやすい展示にリニューアル

仙
崎
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り
式

仙
崎
市
場
の
元
気
を
取
り
戻
す

　

１
月
５
日
（金）
未
明
、
仙
崎
地
方

卸
売
市
場
で
初
競
り
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
県
漁
協
長
門
統
括

支
店
の
藤
田
昭
夫
運
営
委
員
長

が
「
漁
師
、
仲
買
人
、
漁
協
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
・
安
心

で
鮮
度
の
良
い
仙
崎
の
魚
を
発
信

し
、
市
場
の
元
気
を
取
り
戻
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

初
競
り
で
は
体
長
約
60
セ
ン
チ

の
マ
ダ
イ
に
３
万
円
の
値
が
つ
け

ら
れ
、
そ
の
後
の
競
り
で
は
競
り

人
の
独
特
な
掛
け
声
に
買
い
手
が

応
じ
て
値
段
が
決
ま
り
、
新
鮮
な

魚
や
貝
な
ど
が
次
々
と
競
り
落
と

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

11

安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て

長
門
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り

　

１
月
５
日
（金）
、
長
門
地
方
卸
売

市
場
で
初
競
り
式
が
行
わ
れ
、
市

場
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
門
大
津
農
業
協

同
組
合
の
小
田
保
男
代
表
理
事
組

合
長
が
「
公
的
市
場
は
安
心
安
全

な
農
産
物
の
安
定
供
給
や
地
産
地

消
と
い
う
大
事
な
役
割
を
持
っ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
し

た
経
営
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

磯
部
副
市
長
は
「
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
ら
と
連
携
を
取
っ
て
、
農

業
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
新
鮮
な
野
菜
や
生

花
、
果
物
が
市
場
に
並
び
、
次
々

と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
８
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、
い
よ
い
よ
着
工

新
庁
舎
建
設
工
事
の
安
全
祈
願

　

１
月
11
日
（木）
、
長
門
市
役
所
本

庁
舎
建
設
工
事
に
か
か
る
起
工
式

お
よ
び
安
全
祈
願
祭
が
、
市
役
所

南
側
駐
車
場
の
建
設
予
定
地
で
開

催
さ
れ
、
市
関
係
者
ら
約
60
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
飯
山
八
幡
宮
の

上
田
宮
司
に
よ
る
神
事
の
ほ
か
、

設
計
者
・
工
事
関
係
者
の
代
表
に

よ
る
鍬
入
れ
の
儀
や
玉
串
の
奉
納

な
ど
が
行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
大
西
市
長
は
「
新
庁

▲競り人の威勢の良い掛け声が市場にこだまする

▲鍬入れの儀で鍬入れをする大西市長

▲大根や白菜、カブ、イチゴなど新鮮な野菜や果物が並ぶ

▲市関係者や市議会議員、近隣自治会、工事関係者らが出席

舎
は
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
市

民
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、
工

事
に
携
わ
る
業
者
の
英
知
を
結
集

し
て
安
全
で
素
晴
ら
し
い
建
物
を

完
成
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

市
役
所
新
庁
舎
は
木
造
と
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
構
造
の
５
階
建
て
。
木
材
は
市

有
林
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
７
千

平
米
以
上
の
木
構
造
の
庁
舎
は
国

内
で
も
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
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命
の
素
晴
ら
し
さ
、
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ

出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾
・
命
の
授
業

　

１
月
13
日
（土）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

開
館
20
周
年
記
念
講
演
と
し
て

「
出
張
！
ゴ
ル
ゴ
塾
・
命
の
授
業
」

が
同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゴ

ル
ゴ
松
本
さ
ん
に
よ
る
漢
字
や
歴

史
の
話
な
ど
笑
い
を
交
え
な
が
ら

「
命
」「
人
生
」「
言
葉
」「
日
本
人
」

を
テ
ー
マ
に
熱
の
こ
も
っ
た
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲授業を行うゴルゴ松本さん

旅
館
関
係
者
や
自
治
会
関
係
者
が
出
席

長
門
湯
本
温
泉
の
発
展
を
祈
願

　

１
月
１
日
（月）
、
深
川
湯
本
の
住

吉
神
社
で
、
大
寧
寺
の
岩
田
住
職

に
よ
っ
て
長
門
湯
本
温
泉
の
繁
栄

や
門
前
・
湯
本
・
三
ノ
瀬
地
区
の

発
展
祈
願
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
営
公
衆
浴
場
「
礼
湯
」

で
も
温
泉
に
お
神
酒
を
捧
げ
る
な

ど
、
温
泉
事
業
の
１
年
間
の
安
全

と
繁
栄
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

▲大寧寺の岩田住職により祈願
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『
尾
崎
眞
吾
の
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
』

こ
れ
ま
で
の
作
品
を
一
挙
展
示

　

広
報
な
が
と
の
裏
表
紙
を
飾

る
「
尾
崎
眞
吾
の
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
が
連
載
200
回
を
超
え
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
一

挙
に
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
が

１
月
13
日
（土）
か
ら
８
日
間
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
に
発
行
さ
れ
た

災
害
に
備
え
て
長
門
市
・
下
関
市
・
美
祢
市
が
合
同
訓
練

関
係
機
関
で
緊
密
な
連
携
を
確
認

　

１
月
17
日
（水）
、
長
門
市
・
下
関

市
・
美
祢
市
の
各
市
で
「
平
成
29

年
度
合
同
防
災
図
上
訓
練
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
長
門
市
で
は
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ
を
会
場

に
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
11
団
体
107

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
前
日
に
ま
と
ま
っ
た
降

雨
が
あ
り
、
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
想
定

で
行
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
床
下
浸

水
、
通
行
止
め
な
ど
次
々
と
被
害

が
発
生
す
る
中
で
、
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
下
関
市
、
美
祢
市

と
も
連
携
し
、
お
互
い
の
災
害
に

対
し
て
支
援
す
る
体
制
の
確
認
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

▲握手を交わす磯部副市長と佐藤南三陸町長

南
三
陸
町
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結

災
害
時
に
人
的
・
物
的
支
援
を

　

12
月
22
日
（金）
、
長
門
市
役
所
で

宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
と
長
門

市
の
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
は
両
市
町
が
災
害
の

発
生
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
際
に

応
急
・
復
旧
対
策
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
人
的
・
物
的
支
援
や

被
災
者
の
受
入
な
ど
を
相
互
に
応

援
す
る
も
の
で
す
。
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
は
近
隣
の
自
治
体

も
被
災
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

遠
距
離
自
治
体
と
の
協
定
が
望
ま

し
い
こ
と
か
ら
、
南
三
陸
町
と
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
南
三
陸
町
の
佐
藤

仁
町
長
が
出
席
。「
東
日
本
大
震

災
で
近
隣
の
自
治
体
が
同
時
に
被

災
し
、
遠
距
離
自
治
体
と
の
協
定

は
重
要
。
万
一
の
際
は
、
災
害
対

応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
職
員
を

派
遣
し
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲水彩画やパステル画のパネル 200 点を展示 ▲次々と災害の情報が寄せられる中、迅速に対応する参加者

▲「一つひとつの積み重ねが安心安全を守ることにつながる」と佐藤町長

広
報
な
が
と
第
１
号
か
ら
約
13
年

か
け
て
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
続
け
た

尾
崎
さ
ん
は
「
こ
う
し
て
200
回
を

迎
え
ら
れ
た
の
は
周
り
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
今

後
は
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
512
編

す
べ
て
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

外
国
人
が「
住
ん
で
良
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
に

　

中な

か

お

か岡 

久ひ

さ

え恵 

さ
ん

門の長 門の

（
な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ

／
東
深
川
正
明
市
１
区
）

　

平
成
29
年
10
月
、
長
門
市
に
居
住

す
る
外
国
人
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、
地
域
住
民
を
中
心
に

「
な
が
と
日
本
語
ク
ラ
ブ
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
約
20
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
い
、
長
門
市
中
央

公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、
日
本
語
の

勉
強
の
ほ
か
、
生
活
に
密
着
し
た
手

続
き
や
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
、
買
い

物
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
海
外
に
留
学
し
、
現

地
の
中
高
生
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
中
岡
さ
ん

は
、
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
知
り
、
経
験

を
生
か
せ
る
の
で
は
と
加
入
を
決
意
。

こ
れ
ま
で
交
流
会
や
ひ
ら
が
な
の
講

座
に
参
加
し
、「
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
人
と
関
わ
り
合
う
こ
と
を

楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
今

後
も
生
活
に
寄
り
添
っ
て
手
助
け
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

受
講
者
の
母
語
を
使
わ
ず
、
日
本

語
で
講
座
を
行
う
同
ク
ラ
ブ
で
は
、

支
援
体
制
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

外
国
人
と
関
わ
り
、支
え
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
中
。
詳
細
は
長
門
市
中
央

公
民
館
ま
で
。（
℡
23
‐
１
１
８
１
）

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲受講者にひらがなの読み方を教える（昨年12月の講座）
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らしの情報く
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

　トライと言えば、ラグビーの得点方法の１つです。現在のルー
ルではトライ５点、トライ後のコンバージョンキックで２点獲
得することができ、トライの重要性は高いと言えます。
　トライは英語に直せば “Ｔｒｙ” つまり “挑戦する” という意
味です。さて、ラグビーでは何に挑戦するのでしょうか？
　昔はトライをしても得点にはならず、その後のキックを決め
れば勝ちというルールでした。つまり、トライというのは勝ち
負けを決めるキックに挑戦する権利を獲得するということだっ
たのです。その後、トライにも得点が与えられるようになり、
現在のルールとなりました。
　また、トライはラグビーの醍醐味とも言われています。重戦
車のようなフォワードが相手のディフェンスをなぎ倒してのト
ライ、バックスの華麗な展開で相手ディフェンスを翻弄しての
トライ、個人技で相手を抜き去り独走してのトライなどさまざ
まなトライを試合でお楽しみください。
■問い合わせ
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡ 23-1196

第22 回　“トライ”ってどういう意味？

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ

臨
時
職
員
募
集

■
職
種　

　

事
務
・
保
育
士
・
保
健
師
・
社
会

　

福
祉
士
な
ど

■
募
集
期
間　

　

年
間
を
通
し
て
随
時
登
録
を
受
付

■
雇
用
期
間　

必
要
が
生
じ
た
場
合

　

に
選
考
し
て
採
用

■
申
込
方
法　

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

※
事
務
以
外
の
職
種
は
、
資
格
証
の

　

写
し
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
係

℡
23
‐
１
１
１
４

介
護
認
定
支
援
員
募
集

■
募
集
人
数　

１
人

■
雇
用
形
態　

嘱
託
職
員

■
勤
務
場
所

　

長
門
市
福
祉
課
介
護
支
援
係

■
雇
用
期
間　

４
／
１

（日）
～
平
成
31

　

年
３
／
31 

（日）
（
更
新
も
あ
り
）　

■
勤
務
時
間　

８
：
30
～
16
：
30

■
勤
務
内
容　

要
介
護
認
定
お
よ
び

　

介
護
保
険
適
正
化
に
関
す
る
業
務

■
報
酬
・
手
当
な
ど

　

月
額
１
５
７
、
３
０
０
円

※
通
勤
手
当
あ
り
、
社
会
保
険
適
用

■
必
要
な
資
格　

介
護
支
援
専
門
員

　

資
格
、
普
通
自
動
車
免
許

発
達
障
害
児
支
援
講
演
会

　

子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
誰
も
が

不
安
や
悩
み
を
抱
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
成
長
に
沿
っ
た
発
達

障
害
の
特
性
や
そ
の
特
性
に
応
じ
た

向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
／
18 

（日）

・
第
１
部　

10
：
30
～
12
：
00

﹃
発
達
障
害
の
あ
る
子
の
子
育
て
﹄

　

～
幼
児
期
の
家
で
の
過
ご
し
方
か

　

ら
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
～

・
第
２
部　

13
：
30
～
15
：
30

﹃
思
春
期
の
過
ご
し
方
へ
の
支
援
﹄

　

～
人
間
関
係
や
性
に
つ
い
て
～

※
ブ
ラ
ッ
ク
ル
ー
ム
無
料
体
験
あ
り

■
会
場　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

重
松
孝
治
氏

（
川
崎
医
療
短
期
大
学
）

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
託
児　

午
前
中
の
み
（
小
学
３
年

全
国
大
会
出
場 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第
31
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
全
国
都
道
府
県

対
抗
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
／

12
月
25
日
～
28
日
／
エ
デ
ィ
オ
ン
ア

リ
ー
ナ
大
阪
（
大
阪
市
）

前
野��

莉
子
（
深
川
中
学
校
３
年
）

▲前野  莉子さん

給
食
配
送
車
運
転
手
・

配
送
補
助
員
募
集

■
職
種

　

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク（
保
冷
車
）な
ど

　

の
運
転
手
お
よ
び
配
送
補
助
員

※
市
内
小
中
学
校
へ
の
給
食
配
送

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
場
所

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
雇
用
期
間　

４
／
１

（日）
～
平
成
31

　

年
３
／
31 

（日）
（
更
新
も
あ
り
）

■
勤
務
時
間
（
休
憩
時
間
を
除
く
）

・
運
転
業
務

　

９
：
30
か
ら
５
時
間
程
度

・
補
助
員
業
務

　

９
：
30
か
ら
４
時
間
程
度

※
給
食
提
供
日
の
パ
ー
ト
雇
用

※
運
転
業
務
と
補
助
員
業
務
を
交
代

　

で
勤
務

■
賃
金
・
手
当
な
ど

・
運
転
業
務　

時
給
１
、
１
２
０
円

・
補
助
員
業
務　

時
給　

８
６
０
円

※
通
勤
手
当
、
雇
用
保
険
あ
り

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
・
料

　

の
滞
納
が
な
い
人

・
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
以
上
（
マ
ニ
ュ

　

ア
ル
車
）
の
運
転
経
験
が
あ
り
、

　

軽
微
な
整
備
が
で
き
る
人

・
健
康
状
態
が
良
好
な
人

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐

　

人
で
は
な
い
人

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間
（
期
間
内
に
必
着
）

　

２
／
１

（木）
～
23 

（金）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
選
考
方
法　

書
類
・
面
接
に
よ
る

■
そ
の
他

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
募
集

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
雇
用
形
態　

パ
ー
ト
職
員

■
勤
務
場
所

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
雇
用
期
間　

４
／
１

（日）
～
平
成
31

　

年
３
／
31 

（日）
（
更
新
も
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

８
：
00
～
16
：
45

※
週
30
時
間
以
内
勤
務

■
勤
務
内
容　

　

給
食
調
理
お
よ
び
洗
浄
業
務

■
賃
金
・
手
当
な
ど

・
調
理
師
免
許
あ
り

　

日
額　

６
、
７
０
０
円

　

時
給　
　
　

８
９
０
円

・
調
理
師
免
許
な
し

　

日
額　

６
、
５
０
０
円

　

時
給　
　
　

８
６
０
円

※
通
勤
手
当
あ
り

■
申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間
（
期
間
内
に
必
着
）

　

２
／
１

（木）
～
23 

（金）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
選
考
方
法　

書
類
・
面
接
に
よ
る

■
そ
の
他

　

月
２
回
の
保
菌
検
査（
検
便
）あ
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
番
地
２

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
３
３
３

・
月
２
回
の
保
菌
検
査（
検
便
）あ
り

・
研
修（
衛
生
講
習
を
含
む
）の
た
め

　

の
出
勤
あ
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
番
地
２

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
３
３
３

■
選
考
方
法　

面
接

■
申
込
方
法　

履
歴
書
、
介
護
支
援

　

専
門
員
証
の
写
し
を
福
祉
課
介
護

　

支
援
係
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

■
募
集
期
限　

２
／
16 

（金）
必
着

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
介
護
支
援
係

℡
23
‐
１
１
５
８

　

生
ま
で
）
※
要
申
込

■
託
児
申
込　

２
／
13 

（火）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
障
害
者
支
援
係

℡
23
‐
１
２
４
３

公
園
等
施
設
管
理

作
業
員
募
集

■
勤
務
内
容　

　

市
が
管
理
す
る
施
設
の
維
持
管
理

■
募
集
人
数　

３
人

■
勤
務
先　

長
門
市
観
光
課

※
作
業
場
所
は
日
置
・
油
谷
地
区

■
応
募
資
格　

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
税
、
料

　

の
滞
納
が
な
い
人

・
健
康
状
態
が
良
好
な
人

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐

　

人
で
な
い
人

■
勤
務
条
件

・
週
３
日
勤
務

・
日
額　

９
、
４
０
０
円

・
雇
用
保
険
、
通
勤
手
当
（
規
定
に

　

よ
る
）
あ
り

■
雇
用
期
間　

４
／
１

（日）
～
平
成
31

　

年
３
／
31 

（日）
（
更
新
も
あ
り
）

■
申
込
方
法　

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
観
光
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間
（
期
間
内
に
必
着
）　

　

２
／
１

（木）
～
２
／
23 

（金）

８
：
30
～
17
：
00

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
選
考
方
法　

書
類
・
面
接
に
よ
る

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
番
地
２

　

観
光
課
観
光
施
設
係　

℡
23
‐
１
２
５
２

　

工
芸
・
書
・
写
真

■
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

　

上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
創
作
し
た
未

　

発
表
の
作
品（
出
品
は
１
人
１
点
）

■
そ
の
他　

作
品
は
会
場
へ
搬
入
す

　

る
際
に
預
か
り
ま
す

︽
共
通
事
項
︾

　

こ
の
大
会
は
、
今
年
11
月
に
開
催

予
定
の
「
第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
や
ま
大
会
」
へ
の
選
考
を
兼
ね
て

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口

２
０
１
８
参
加
者
募
集

︽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
︾

■
日
時　

５
／
16 

（水）

■
場
所

 

・
山
口
県
維
新
百
年
記
念
公
園

 

・
や
ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

■
種
目

　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
弓

　

道
、
剣
道
、
囲
碁
、
将
棋
、
健
康

　

マ
ー
ジ
ャ
ン

■
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

　

上
の
人
（
昭
和
34
年
４
月
１
日

　

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

■
募
集
人
数　

制
限
な
し

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
み
先
着
80
人

︽
美
術
展
︾

■
日
時　

６
／
９

（土）
～
11 

（月）

■
場
所

　

防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア

　

ス
ピ
ラ
ー
ト
」

■
部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

福
祉
課
地
域
福
祉
係
、

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各

　

支
所
・
出
張
所
備
付
け
の
募
集

　

要
項
を
確
認
の
上
、
参
加
申
込
書

　

ま
た
は
出
品
票
を
提
出

■
募
集
期
間

　

２
／
13 

（火）
～
３
／
16 

（金）

■
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
１
５
７



2018.2.1 2021

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に
も

正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
で
効
果

的
な
健
康
づ
く
り
を
！

■
日
時　

２
／
16 

（金）９
：
30
～
11
：
30

■
集
合
場
所　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

血
圧
測
定
、
講
話
、
ス
ト

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

食
生
活
講
座

■
日
時　

２
／
15 

（木）９
：
30
～
13
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

 

・
血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂
肪
測
定

 

・
健
康
相
談

 

・
講
話
「
今
か
ら
で
き
る
、
こ
つ
こ

　

つ
骨
貯
金
生
活
の
コ
ツ
」

 

・
調
理
実
習
「
お
手
軽
骨
太
ク
ッ
キ

　

ン
グ
！
」

■
参
加
料　

200
円

■
定
員　

20
人

■
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■
申
込
期
限　

２
／
８

（木）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
の

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

高
校
を
卒
業
し
、
新
生
活
を
始
め

る
人
の
た
め
に
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
料
理
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

■�

日
時　

３
／
９

（金）10
：
00
～
13
：
30

■�

場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■�

内
容　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に

つ
い
て
の
講
義
、
調
理
基
礎
講
習

■�

対
象　

高
校
３
年
生

■�

定
員　

20
人

■�

持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■�

参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

３
／
２

（金）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

明
治
維
新
150
年
記
念

古
文
書
講
座
参
加
者
募
集

■
日
時

　

２
／
18 

（日）
、
25 

（日）
、
３
／
４ 

（日）

13
：
30
～
15
：
00

※
開
催
日
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は

　

参
加
者
へ
個
別
に
連
絡

■
場
所

　

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

　

タ
ー
視
聴
覚
室

■
講
師　

小
山
良
昌
先
生

（
元
毛
利
博
物
館
館
長
）

■
テ
ー
マ　

郷
土
の
古
文
書
を
読
む

※
テ
キ
ス
ト

 

・
２
／
18 

（日）
「
道
松
之
事
」

 

・
２
／
25 

（日）
「
萩
府
秘
蔵
」

 

・
３
／
４

（日）

　
「
田
舎
相
撲
興
行
ニ
付
廻
状
書
」

■
参
加
料　

１
、  

５
０
０
円

（
資
料
代
ほ
か
、
当
日
支
払
い
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

氏
名
・
住
所
・
連
絡

　

先
を
、
電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
で
連
絡

■
申
込
期
限　

２
／
９ 

（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

村
田
清
風
記
念
館

℡
・
FAX 

43
‐
２
８
１
８

歴
史
民
俗
資
料
室
企
画
展

萩
焼
展
〜
寄
贈
さ
れ
た
萩
焼
深
川
窯

作
品
展
パ
ー
ト
３
〜

■�

会
期　

２
／
６ 

（火）
～
３
／
25 

（日）

９
：
00
～
17
：
00

※
期
間
中
、
土
日
・
祝
日
開
館

■�

場
所　

 

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

（
長
門
市
教
育
委
員
会
１
階
）

■�

入
場
料　

無
料

■�

展
示
内
容　

周
南
市
在
住
の
安
堂

繁
美
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
萩
焼

深
川
窯
作
品
」
299
点
の
う
ち
、
100

点
を
展
示

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
文
化
財
保
護
室

℡
23
‐
１
２
６
４

　

レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
２
キ

　

ロ
程
度
）、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■
持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装
、万
歩
計（
持
っ

　

て
い
る
人
の
み
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

２
／
13 

（火）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
‐
２
４
４
４

城
下
町
長
府
ひ
な
ま
つ
り

　

歴
史
情
緒
漂
う
城
下
町
長
府
の
各

施
設
・
店
舗
で
「
ひ
な
人
形
」
や
「
つ

る
し
か
ざ
り
」
を
数
多
く
展
示
し
ま

す
。
華
や
か
な
ひ
な
人
形
や
、
一
つ

ひ
と
つ
に
想
い
が
込
め
ら
れ
た
つ
る

し
か
ざ
り
を
観
賞
し
な
が
ら
、
城
下

町
長
府
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
実
施

し
ま
す
。

■
期
間　

２
／
４

（日）
～
３
／
11 

（日）

■
場
所　

城
下
町
長
府
地
区

（
長
府
毛
利
邸
・
長
府
庭
園
な
ど
）

■
参
加
料　

無
料

※
施
設
に
よ
っ
て
は
別
途
入
場
料
が

　

必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
関
市
観
光
政
策
課

℡
０
８
３
‐
２
３
１
‐
１
３
５
０

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

長門市と下関市の情報交換コーナー

潮

彩

だ

よ

り

長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■�

申
込
資
格

① 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
の
困
窮
が
明
ら
か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

　

る
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■�

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
、

抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
本
庁
都
市
建
設
課
ま

た
は
各
支
所
経
済
施
設
班
に
提
出

※ 

抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
62
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

■�

受
付
期
間　

２
／
１

（木）
～
16 

（金）

■�

抽
選
会　

２
／
23 

（金）　

14
：
00
～

■�

入
居
可
能
日　

４
／
１

（日）
以
降

■�

そ
の
他　

１
回
の
募
集
に
お
い
て

１
世
帯
に
つ
き
１
戸
の
申
し
込
み

に
限
り
ま
す

※
募
集
住
宅
は
２
月
１
日

（木）
か
ら
公

　

開
し
ま
す
。
詳
細
は
受
付
場
所
で

　

配
布
す
る
募
集
案
内
や
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
入
居
者
募
集
後
、
申
し
込
み
の
な

　

か
っ
た
住
宅
は
、
抽
選
会
の
翌
日

　

か
ら
随
時
募
集
を
実
施
し
ま
す

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
都
市
建
設
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
４
７

・
三
隅
支
所
経
済
施
設
班

℡
43
‐
０
２
７
７

・
日
置
支
所
経
済
施
設
班

℡
37
‐
２
１
６
８

・
油
谷
支
所
経
済
施
設
班

℡
32
‐
１
１
１
４

日
置
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
募
集

■�

募
集
期
間

　

２
／
９ 

（金）
～
３
／
９ 

（金）

■�

貸
付
施
設
数

　

 

鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
４
棟

（
１
人
１
棟
当
た
り
26
㎡
）

■�

貸
付
期
間　

　

平
成
30
年
４
／
１

（日）
か
ら
２
年
間

■�

使
用
料　

１
棟
に
つ
き

年
間　

６
、
０
０
０
円

※
光
熱
水
費
な
ど
は
使
用
者
負
担

■�

申
込
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
ま
た
は
団
体

※ 

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■�

申
込
方
法　

日
置
支
所
経
済
施
設

班
備
え
付
け
の
申
込
書
に
、
記
入

し
て
提
出

■ 

問
い
合
わ
せ

　

日
置
支
所
経
済
施
設
班

℡
37
‐
２
１
８
２

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
水
銀
式
の

体
温
計
・
温
度
計
・
血
圧
計
を
無
料
回
収
し
ま
す

　

家
庭
の
水
銀
添
加
廃
製
品
を
適
正

に
回
収
す
る
た
め
、
水
銀
を
使
用
し

て
い
る
体
温
計
、
温
度
計
、
血
圧
計

を
無
料
で
拠
点
回
収
し
ま
す
。

■
何
を
？
（
回
収
品
目
）

　

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
①
水
銀
体

　

温
計
、
②
水
銀
温
度
計
（
赤
色
の

　

液
体
温
度
計
（
燃
え
な
い
ご
み
）

　

は
除
く
）
、
③
水
銀
血
圧
計
を
無

　

料
で
回
収
し
ま
す
。
電
子
式
の
も

　

の
は
、
燃
え
な
い
ご
み
と
し
て
出

　

す
か
、
支
所
、
出
張
所
、
公
民
館

　

な
ど
の
小
型
家
電
の
回
収
拠
点
へ

　

お
持
ち
く
だ
さ
い

■
ど
こ
で
？
（
回
収
場
所
）

①
長
門
市
薬
剤
師
会
会
員
薬
局
・
薬

　

店
（
回
収
店
舗
に
は
チ
ラ
シ
を
掲

　

示
し
ま
す
）

②
支
所
、
出
張
所
、
公
民
館
な
ど
、

　

生
活
環
境
課

③
市
健
康
増
進
課
が
行
う
集
団
健
診

　

会
場

■
ど
の
よ
う
に
？
（
回
収
方
法
）

　

ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
ケ
ー
ス
に
入
れ

　

て
、
割
れ
な
い
よ
う
に
し
て
回
収

　

場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

■
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
に
？

①
２
／
１

（木）
～
12
／
28 

（金）

②
平
成
31
年
３
／
31 

（日）
ま
で

③
６
月
頃
か
ら
12
月
頃
ま
で

■
そ
の
他

・
回
収
日
、
回
収
時
間
は
薬
局
・
薬

　

店
は
営
業
日
・
営
業
時
間
内
、
支

　

所
な
ど
は
開
庁
日
・
開
庁
時
間
内

　

で
す

・
一
度
回
収
し
た
も
の
は
返
却
で
き

　

ま
せ
ん

水
銀
は
有
毒
で
す

　

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
が
熊
本

市
・
水
俣
市
で
採
択
さ
れ
、
日
本
を

含
む
92
カ
国
が
条
約
に
署
名
し
ま
し

た
。
こ
の
条
約
を
踏
ま
え
、
国
内
で

も
水
銀
汚
染
防
止
法
、
改
正
廃
棄
物

処
理
法
、
改
正
大
気
汚
染
防
止
法
が

整
備
さ
れ
、
水
銀
の
管
理
、
処
分
、

取
扱
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
銀
は
有
毒
で
容
易
に
気
化
す
る

こ
と
か
ら
人
体
に
取
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
急
性
や
慢
性
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
中
毒
症
状
が
現
れ
ま
す
。
水

銀
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
環
境
へ
の

排
出
が
な
い
よ
う
に
慎
重
に
取
り
扱

い
ま
し
ょ
う
。

■
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
い
る
製
品

・
電
池
（
ボ
タ
ン
型
電
池
）

・
蛍
光
管

・
計
測
器

・
水
銀
蒸
気
ラ
ン
プ

　

電
池
類
は
、
燃
え
な
い
ご
み
の
日

に
赤
い
コ
ン
テ
ナ
へ
（
赤
い
コ
ン
テ

ナ
が
な
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
任
意
の

袋
に
入
れ
て
）
、
割
れ
て
い
な
い
蛍

光
管
は
市
が
指
定
す
る
拠
点
回
収
場

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■�
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

℡
23
‐
１
２
４
９▲展示予定の作品
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み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

長
門
市
体
育
協
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

■
募
集
人
数　

１
人

■
職
種　

日
直
・
夜
間
勤
務

■
勤
務
内
容　

　

施
設
の
業
務
管
理
、　

長
門
市
体

　

育
協
会
の
事
務
補
助
お
よ
び
行
事

　

運
営
補
助

■
勤
務
場
所　

長
門
市
農
業
者
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
条
件　

週
３
日
程
度

※
通
勤
手
当
な
し

■
応
募
資
格　

　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

で
健
康
な
人

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
長
門
市
体

　

育
協
会
に
持
参
ま
た
は
郵
送

■
受
付
期
間　

２
／
19 

（月）
～
28 

（水）

■
選
考
方
法　

提
出
書
類
お
よ
び
面

清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」

運
転
従
事
者
の
欠
員
募
集

■
募
集
人
員　

１
人

■
募
集
開
始　

２
／
１

（木）

■
選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
一
般
常

　

識
問
題
）
お
よ
び
面
接

■
採
用
時
期　

３
／
１

（木）
予
定

■
求
人
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
雇
用
形
態　

ヒ
ッ
ツ
環
境
サ
ー
ビ

　

長
門
湯
本
温
泉
で
は
全
国
ト
ッ
プ

10
に
入
る
魅
力
的
な
温
泉
街
と
な
る

た
め
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
が
で
き
る
道
路

空
間
の
活
用
や
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

道
路
や
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

こ
と
は
、
将
来
的
な
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
る
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
駐
車
場
の
立
地
。
施
設

の
す
ぐ
隣
に
あ
る
こ
と
は
、
便
利
で

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
場

合
、
ま
ち
に
回
遊
を
生
み
出
せ
る

か
、
人
が
安
心
安
全
に
歩
け
る
か
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

昨
年
の
秋
、
社
会
実
験
と
し
て
道

「
人
」
中
心
の
道
路
空
間
を
目
指
し
て

 

片か
た

岸ぎ
し 

将ま
さ
ひ
ろ広 

さ
ん

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
都

市
計
画
や
交
通
計
画
の
仕
事
に
従
事

し
て
き
た
片
岸
さ
ん
。
長
門
湯
本
温

泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
温

泉
街
の
交
通
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
か
ら
の
道
路
交
通
環
境
の
あ
り

方
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
検
討
し
、

実
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
は
、

人
が
安
全
に
楽
し
く
歩
い
て
回
る
環

境
が
不
可
欠
。
道
路
空
間
を
活
か
し

て
人
と
人
、
人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
仕

掛
け
を
行
う
こ
と
が
大
事
」
と
語
る

片
岸
さ
ん
。
昨
年
９
月
に
実
施
し
た

社
会
実
験
で
は
、
実
際
に
道
路
空
間

を
活
用
す
る
こ
と
で
人
や
交
通
に
ど

う
影
響
が
あ
る
か
を
調
査
、
検
証
す

る
こ
と
が
で
き
、
賑
わ
い
創
出
に
向

け
た
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
街
の
印
象
を
「
長
門
湯
本
温

泉
は
音
信
川
を
軸
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
で
親
し
み
や
す
い
温
泉

街
。
ま
た
地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
思

う
熱
い
人
た
ち
が
い
る
」
と
語
り
、

「
今
後
は
社
会
実
験
や
調
査
で
得
た

知
見
を
も
と
に
、
温
泉
エ
リ
ア
全
体

の
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
案
し
、
人
中

心
の
道
路
空
間
の
構
築
と
新
し
い
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
に
よ
る
全
国
の
地

方
都
市
や
温
泉
街
の
モ
デ
ル
に
な
る

よ
う
な
展
開
を
目
指
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

《略歴》
1977年生まれ。株式会社日本海コンサ
ルタント所属。趣味はまち歩き、ポタ
リング、バスケットボール

成長戦略推進課　℡ 23-1234
長門湯本みらいプロジェクトHP

http://yumoto-mirai.jp/

路
上
に
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を

設
置
、
車
両
に
つ
い
て
は
一
方
通
行

な
ど
の
規
制
を
実
施
し
、
温
泉
街
の

雰
囲
気
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を
検
証

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
広
く
取
ら

れ
た
歩
行
者
空
間
に
よ
り
そ
ぞ
ろ
歩

き
が
楽
し
ま
れ
た
ほ
か
、
車
両
か
ら

見
た
安
全
性
や
通
行
の
し
や
す
さ
な

ど
、
新
し
い
道
路
の
使
い
方
を
地
域

で
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
得
ら
れ
た
検
証
結
果
や
課

題
を
踏
ま
え
、
人
が
過
ご
し
や
す
い

空
間
に
す
る
た
め
に
、
公
共
的
な
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
快
適
な
道
路
空

間
づ
く
り
に
向
け
て
地
域
や
関
係
者

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

懐かしの湯本フォト

写真提供：湯本まちかど資料館館長　吉冨尊一

き
ま
す
。

　

道
路
は
昔
か
ら
人
々
の
社
会
、
経

済
、
生
活
、
文
化
を
支
え
、
時
代
に

応
じ
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
と
と
も
に
今

後
の
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理
、
交

通
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
、
賑
わ

う
温
泉
街
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

賑
わ
う
温
泉
街
を
め
ざ
し
て

〜
道
路
空
間
の
活
用
と
交
通
の
未
来
〜

（
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

デ
ザ
イ
ン
会
議  

交
通
担
当
）

▲道路の一部を休憩スペースとして活用

恩
湯
等
施
設
整
備
・
運
営
事
業

　

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す

　

現
在
、
新
し
い
恩
湯
な
ど
の
運
営

を
担
う
民
間
事
業
者
を
公
募
し
て
お

り
、
応
募
し
た
事
業
者
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

質
疑
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
日
時　

２
／
14 

（水）　

10
：
00
～

■
会
場　

湯
本
観
光
ホ
テ
ル
西
京

■
事
前
申
込　

不
要

■
問
い
合
わ
せ　

成
長
戦
略
推
進
課

℡
23
‐
１
２
３
４

い
ず
れ
も
９
：
00
～
18
：
00

■
場
所

　

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　

■
内
容　

伐
木
業
務
（
チ
ェ
ー
ン

　

ソ
ー
）
特
別
教
育

■
講
師　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
教
習
所

■
募
集
人
員　

20
人
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
受
講
条
件　

市
内
に
住
む
満
58
歳

　

以
上
の
人
、
受
講
後
シ
ル
バ
ー
人

　

材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
さ

　

れ
る
人

■
受
講
料　

無
料

■
持
参
物　

筆
記
用
具
、
作
業
で
き

　

る
服
装
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ヘ
ル

　

メ
ッ
ト
な
ど
の
道
具
（
二
日
目
）

■
申
込
期
限　

２
／
15 

（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
長
門
事

　

務
所　
　
　
　

℡
22
‐
５
６
３
９

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

安
心
使
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

２
／
25 

（日）13
：
30
～
15
：
30

■
会
場　

下
関
市
勝
山
公
民
館

　
（
下
関
市
秋
根
南
町
２
‐
４
‐
33
）

■
内
容　

①
「
知
っ
て
お
く
と
き
っ
と
…
役
に

立
つ
薬
の
話
（
仮
）
」

　

講
師
：
古
川
裕
之
氏
（
山
口
大
学

大
学
院
教
授
）

②
「
知
っ
て
ほ
し
い
か
か
り
つ
け

薬
局
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師

（
仮
）
」

　

講
師
：
吉
田
力
久
氏
（
山
口
県
薬

剤
師
会
副
会
長
）

③
特
別
講
演
「
後
発
医
薬
品
の
使
用

促
進
に
つ
い
て
（
仮
）
」

　

講
師
：
厚
生
労
働
省
医
政
局

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

２
／
15 

（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
０
２
３

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
申
請
受
付

　

市
内
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う
に

は
、
長
門
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
の
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
新
規
申
請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間　

２
／
１ 

（木）
～
28 

（水）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
指
定
期
間　

　

平
成
30
年
４
／
１

（日）
か
ら
５
年
間

※
５
年
ご
と
の
更
新
に
な
り
ま
す

※
指
定
基
準
や
提
出
書
類
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
業
務
係℡

23
‐
１
１
７
４

都
市
計
画
変
更
案
を

縦
覧
し
ま
す

　

市
で
は
長
門
都
市
計
画
の
変
更
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
変
更
案
を
次

の
期
間
縦
覧
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

２
／
１

（木）
～
15 

（木）

■
縦
覧
場
所　

本
庁
都
市
建
設
課

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
建
設
課
都
市
整
備
係

℡
23
‐
１
１
５
２

シ
モ
ナ
ガ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

隣
接
す
る
下
関
市
と
の
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
、
下
関
市
に
あ
る
３

つ
の
道
の
駅
と
「
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ

ン
」
に
よ
る
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
下
関
市
と
長
門
市
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
実
施
期
間　

開
催
中
～
３
／
31 

（土）

■
ス
タ
ン
プ
設
置
施
設　

・
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン

・
道
の
駅　

き
く
が
わ

・
道
の
駅　

北
浦
街
道　

豊
北

・
道
の
駅　

蛍
街
道　

西
ノ
市

■
景
品　

各
道
の
駅
特
産
品
セ
ッ

　

ト
・
長
門
湯
本
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

　

な
ど

■ 

問
い
合
わ
せ　

成
長
戦
略
推
進
課

℡
23
‐
１
２
６
７

　

接
に
よ
り
選
考

■
問
い
合
わ
せ　

　

〒
759
‐
4103　

長
門
市
深
川
湯
本
584

　

番
地
２　

長
門
市
体
育
協
会

℡
22
‐
３
５
４
０

　

ス
株
式
会
社
の
パ
ー
ト
社
員

■
就
業
形
態　

日
勤

■
業
務
内
容　

　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
監
視
員

※
採
用
の
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

萩
・
長
門
清
掃
一

　

部
事
務
組
合
事
務
局

　

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
５
３
４
９

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

■
日
時　

３
／
５

（月）
（
学
科
） 　
　

　
　
　
　

３
／
６

（火）
（
実
技
）

23
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
︲
６
０
０
１

お
や
じ
バ
ン
ド
祭
り

Ｖ
ｏ
ｌ
．14

●
と
き　

２
／
11 

（日）　

13
：
30
開
演

●
入
場
料
（
全
席
自
由
・
税
込
）

　

１
、  

０
０
０
円

※
未
就
学
児
無
料

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
︲
２
５
０
０

展
覧
会

香
月
泰
男　

画
家
の
食
卓

●
会
期　

開
催
中
～
３
／
26 

（月）

　

食
材
を
描
い
た
作
品
を
数
多
く
残

し
た
香
月
は
、
一
時
期
「
厨
房
の
画

家
」
の
異
名
を
と
り
ま
し
た
。
本
展

で
は
１
９
５
０
年
代
以
降
に
描
か
れ

た
食
材
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。
香
月
の
描
い
た
食
材
た
ち
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

●�

開
館
時
間　

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

●�

入
館
料　

一
般　
　
　

500
円

　
　
　
　
　

小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
で
入
館
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す

開
館
25
周
年
企
画
﹁
好
き
な
作
品
教

え
て
く
だ
さ
い
﹂
投
票
受
付
中

　

今
年
10
月
25
日
に
開
館
25
周
年
を

迎
え
る
香
月
泰
男
美
術
館
で
は
、
こ

れ
ま
で
70
回
を
超
え
る
展
覧
会
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
歴
代
の
展
覧
会

ポ
ス
タ
ー
を
飾
っ
た
絵
画
か
ら
み
な

丼
の
中
の
魚
︵
１
９
５
２
年
︶

●�

今
月
の
一
点　

展
示
作
品
の
中
か

ら
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
新
鮮
で
美
味
だ
と
定
評
の
あ
る

北
浦
（
日
本
海
）
で
と
れ
る
魚
貝
類

と
、
湿
気
の
多
い
山
肌
で
育
つ
香
り

高
い
山
の
幸
」
※
と
香
月
が
評
し
た

魚
、
野
菜
、
果
物
な
ど
、
香
月
家
に

は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
登
場
し

ま
す
。
本
作
で
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

載
せ
ら
れ
た
丼
の
中
に
入
っ
た
鱸

（
す
ず
き
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
を
描
く
に
あ
た
り
、
香
月

は
色
々
な
角
度
か
ら
丼
に
入
っ
た
魚

を
観
察
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
そ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
と
と

も
に
、
制
作
の
過
程
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
※
﹃
画
家
の
こ
と
ば
﹄
新
潮

社
１
９
７
４
年

さ
ん
の
好
き
な
作
品
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
人
気
の
高
か
っ
た
作
品
は
企

画
展
内
で
紹
介
し
ま
す
。

●
場
所　

香
月
泰
男
美
術
館

油
谷
和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

　

舞
太
鼓
あ
す
か
組
メ
ン
バ
ー
が
、

和
太
鼓
の
力
強
さ
に
日
本
舞
踊
の
持

つ
優
雅
な
フ
ォ
ー
ム
を
融
合
さ
せ
た

ス
タ
イ
ル
で
、
日
本
の
美
を
再
認
識

さ
せ
る
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

地
元
の
和
太
鼓
「
鼓
波
会
」
も
出

演
し
て
華
を
添
え
ま
す
。

●
と
き　

３
／
４ 

（日）　

14
：
00
開
演

●
入
場
料

・
一
般　

３
、
０
０
０
円

（
当
日
券
３
、
５
０
０
円
）

・
３
歳
～
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

（
当
日
券
２
、
０
０
０
円
）

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
︲
０
０
５
１

■ちびなが商店街って？
　ルネッサながとに大きな街ができて、それぞれ
　のお店の店員さんの体験ができるバーチャルお
　店屋さんごっこです。店員になれるのは小学生
　だけですが、買い物は誰でもＯＫ！「チビー」と
　いう会場で使える特別なお金で買い物できます
■働く時間は各１時間。ハローワークの整理券を
　配布します（働くには整理券が必要。定員にな
　り次第、配布を終了します）
■問い合わせ　長門商工会議所　℡ 22-2266

　　　  わいわいフェスタ 18
会場：ルネッサながと軽運動室
時間：10：00 ～ 15：00
■こどもの遊びがいっぱい
　ちびっこ絵画展・パネル展示・わくわく広場・手
　形アート・バルーンアート・絵本・折り紙・リトミッ
　ク・読み聞かせ・ベビーマッサージ・食育コーナー

　ちびなが商店街 13
日時：2 月４日（日）10：00 ～ 15：30
会場：ルネッサながとアリーナ

同時開催

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

金
子
み
す
ゞ
記
念
館

℡
26
︲
５
１
５
５

み
す
ゞ
児
童
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

● 

日
時　

２
／
１

（木）
～
25 

（日）

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

● 

場
所

　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
企
画
展
示
室

※
２
／
13�

（火）
は
館
内
照
明
設
備
の
改

　

修
の
た
め
休
館
し
ま
す

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
応
募
資
格　

・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

　

す
る
親
族
が
あ
る
人

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

　

か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し

　

て
い
る
人

・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

　

い
こ
と

■
募
集
団
地

　

湯
本
、
東
深
川
、
中
の
塚
、
田
屋

■
申
込
方
法　

（
一
財
）
山
口
県
施

設
管
理
財
団
山
口
支
所
へ
入
居
申

込
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
入
居
申
込
書
は
（
一
財
）
山
口
県

施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
お
よ
び

長
門
立
寄
所
（
長
門
土
木
建
築
事

務
所
１
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
受
付
期
間

　

２
／
20 

（火）
～
28 

（水）
（
消
印
有
効
）

■
入
居
予
定　

４
月
下
旬

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
753
‐
０
０
８
２

　

山
口
市
水
の
上
町
１
番
７
号

　
（
一
財
）
山
口
県
施
設
管
理
財
団

　

山
口
支
所

℡
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

適
職
診
断
を
実
施

　

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
就
職
活
動
中
の
人
を

対
象
に
適
職
診
断
を
行
い
ま
す
。
時

間
予
約
制
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
程　

２
／
28 

（水）
・
３
／
28 

（水）

　

①
13
：
00
～
、
②
13
：
30
～
、

　

③
14
：
00
～
、
④
14
：
30
～
、

　

⑤
15
：
00
～
、
⑥
15
：
30
～

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

■
対
象　

39
歳
以
下
の
人

■
相
談
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ほ
う

　

ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

℡
０
８
３
５
‐
２
８
‐
３
８
０
８

国
民
年
金
基
金
に

入
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
が
ゆ
と
り
あ
る
老

後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
掛
金
は
全

額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
、
住
民
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■
対
象　

 

・
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
加
入
者

（
第
１
号
被
保
険
者
）

 

・
60
～
65
歳
未
満
の
人
や
海
外
に
移

　

住
し
て
い
る
人
で
国
民
年
金
に
任

　

意
加
入
中
の
人

■
給
付　

年
金
額
は
加
入
口
数
、
年

　

金
受
取
期
間
は
給
付
の
型
に
よ
る

■
掛
金　

加
入
時
の
年
齢
、
性
別
、

　

選
択
す
る
給
付
の
型
と
口
数
に
よ

　

る
（
上
限
は
６
万
８
千
円
）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

℡
０
８
３
‐
９
２
４
‐
７
１
０
０

℡
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

ロ
ボ
ッ
ト
教
室
（
中
級
）

■
日
時　

２
／
18 

（日）13
：
30
～
15
：
00

■
場
所　

山
口
博
物
館
（
山
口
市
）

■
内
容　

教
育
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ

　

て
、
条
件
文
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ

　

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
行
い
ま
す

■
定
員　

20
人
（
対
象
：
一
般
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、
保

　

護
者
氏
名
（
小
学
生
以
下
は
保
護

　

者
同
伴
）、
電
話
番
号
を
記
入

■
申
込
期
限　

２
／
８

（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
立
山
口
博
物
館

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４

未
内
定
の
新
卒
者
・

既
卒
者
へ
の
支
援

　

就
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
今
春
卒

業
の
新
卒
者
・
既
卒
者
に
対
し
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
就
職
が
決
ま
る
ま
で

支
援
し
ま
す
。
就
職
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
、
求
人
情

報
な
ど
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
門

℡
22
‐
８
６
０
９



　

１
月
３
日
（水）
、
長
門
市
で
大
人
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
は
342

人
。
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行
わ
れ
た

式
典
に
は
268
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
俵
山
地
区
の

花
岡
美
菜
さ
ん
が
「
二
十
歳
の
声
」

を
発
表
。「
成
人
式
と
い
う
人
生
の
節

目
、
大
人
と
し
て
の
門
出
を
無
事
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
20
年

間
関
わ
っ
て
き
た
す
べ
て
の
方
々
の

お
か
げ
で
す
。
成
人
と
し
て
の
自
覚

を
常
に
忘
れ
ず
、
責
任
あ
る
行
動
と

人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
も
っ
て

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト「
新
成
人
か
ら
見
た
長
門
の
姿
」

の
結
果
発
表
で
は
、４
人
の
新
成
人
か

ら
「
自
然
豊
か
で
心
が
安
ら
ぐ
」「
お

い
し
い
食
べ
物
が
豊
富
」「
温
か
く
優

し
い
人
が
多
い
」
な
ど
が
本
市
の
良

い
と
こ
ろ
だ
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東深川地区

▲五本締めで式典を締めくくる

342人が大人の
第一歩を踏み出す

平成 30年

長門市
成人式

15

責
任
あ
る
行
動
と
、

人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を

▲「新成人から見た長門の姿」の発表

▲二十歳の声を発表した花岡さん
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心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
場
所

　

２
／
20 

（火）　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

平
成
27
年
１
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

２
／
27 

（火）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
日
時
／
場
所

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

相 

談

教 

室
（
要
予
約
）

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

平
成
28
年
７
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

２
／
14 

（水）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
場
所

・
２
／
２ 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
９ 

（金）　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
16 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
21 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
診
査

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

乳
児
健
康
診
査（
要
予
約
）

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク  

℡
22
‐
２
７
１
７

●
１
ヵ
月
児（
28
日
以
降
）・

　

３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日８

：
30
〜
12
：
00

13
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
ヵ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日
（
時
間
要
問
合
せ
）

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

む
し
歯
予
防
教
室

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
場
所

　

２
／
22 

（木）　

13
：
30
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

第
４
回
や
ま
ぐ
ち

伝
統
芸
能
ま
つ
り

●
と
き　

２
／
25 

（日）　

12
：
00
開
演

●
出
演　

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

　

保
存
会
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内

　

市
）、
大
波
野
神
舞
保
存
会
（
田

　

布
施
町
）、
徳
地
人
形
浄
瑠
璃
保

　

存
会
（
山
口
市
）、
山
口
鷺
流
狂

　

言
保
存
会
（
山
口
市
）、
別
府
岩

　

戸
神
楽
舞
保
存
会
（
美
祢
市
）、

　

俵
山
子
ど
も
歌
舞
伎
（
長
門
市
）

●
入
場
料　

無
料

●
会
場　

劇
場

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
２
／
７ 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
00

　
　
　
　
　

川
尻
老
人
憩
い
の
家

　
　
　
　
　
　

９
：
30
〜
11
：
00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
８ 

（木）　

９
：
00
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
２
／
13 

（火）　

９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
２
／
20 

（火）　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

・
２
／
23 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・
１
階
梅
席　
　

４
、０
０
０
円

（
学
生
３
、０
０
０
円
）

 

・
桟
敷
席　
　
　

４
、０
０
０
円

 

・
2
階
席　
　
　

２
、０
０
０
円

（
学
生
１
、０
０
０
円
）

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

 

・
友
の
会　

発
売
中

 

・
一
般　
　

４
／
14 

（土） 

10
：
00
〜

※
発
売
日
は
電
話
・
WEB
受
付
の
み

や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能

ま
つ
り
資
料
展

●
会
期　

２
／
24 
（土）
〜
２
／
28 

（水）

　

10
：
00
〜
16
：
00

●
入
場
料　

無
料

●
会
場　

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

認
知
症
相
談
会（
要
予
約
）

●
対
象　

認
知
症
で
相
談
し
た
い
人

●
日
時
／
場
所

・
２
／
28 

（水）　

９
：
00
〜
11
：
30

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
23
‐
１
２
４
４

・
２
／
23 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

第
６
回
な
が
と
近
松
文
楽

●
と
き　

７
／
８ 

（日）

　

13
：
00
開
演
予
定

●
プ
ロ
グ
ラ
ム　
「
出
世
景
清
」

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

 

・
１
階
特
等
席　

６
、５
０
０
円

 

・
１
階
松
席　
　

５
、５
０
０
円

　

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  library@lib-nagato.jp

曽野綾子／著　講談社／出版
『夫の後始末』

90歳で倒れた夫。自分が介護人となっ
て、自宅での介護を決意したのは85
歳のときだった。介護を行いながら感
じた苦労や、看取り・葬儀について考

えたこと。作家、曽野綾子が2017年2月に亡
くなった夫、三浦朱門と過ごした最後の日々を綴
る。63年連れ添った夫婦の「愛のかたち」とは。

今月のオススメ本

 ・通・三隅方面　　  2 /  1（木）・15（木）
 ・湯本・俵山方面        2 /14（水）・28（水）
 ・日置・油谷方面        2 /  9（金）・23（金）

ぐるブック号運行中！

行事名 開催日時
としょかんひなの会★  2/2（金）10：30～

くずし字講座（研修室） 2/3（土）・24（土） 10：00～12：00

 かみしばい★  2/3（土）・17（土）
 15：00～

おもちゃの森（視聴覚室） 2/8（木） 14：00～15：30
 おはなしポケット★  2/10（土） 15：00～

 絵本を楽しむ会★  2/15（木）10：30～
 さっちゃんのかみし
 ばい★  2/17（土）11：00～

 たまごの会★  2/23（金）10：30～

 長門読書会（研修室） 2/24（土）14：00～

 おはなしの会★  2/24（土）15：00～
 よみっこくらぶ
 （ゆや分館）

 2/10（土）・24（土）
　　　　15：30～

 ゆりかご（ゆや分館） 2/20（火）10：30～

定例行事（★の会場はおはなしのへや）

アニメ・DVD上映会
（視聴覚室・入場無料）

タイトル 上映日時
 あらしのよるに⑤

（75分）2/3（土）    13：30～

 学研図鑑「植物」　
 （60分） 2/4（日）14：00～

 ムーミンパペット・
 アニメーション
 ママの巻　   （50分）

2/24（土）13：30～

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

12月 0 ０ 1 ０

平成29年計 11 ０ 8 ２

28年同時期 10 1 15 9

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

救
命
胴
衣
の
着
用
義
務
の

範
囲
が
拡
大
！

　

平
成
30
年
２
月
１
日
以
降
、
救
命
胴

衣
の
着
用
義
務
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
着
用
義
務
に
加
え
、「
小

型
船
舶
の
船
室
外
の
甲
板
上
で
は
、
原

則
、
す
べ
て
の
乗
船
者
に
救
命
胴
衣
を

着
用
さ
せ
る
こ
と
」
が
、
船
長
の
義
務

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
34
年
２
月
１
日
以
降
、
こ
れ
に

違
反
し
た
船
長
は
、
遵
守
事
項
の
違
反

点
数
２
点
が
課
さ
れ
、
再
教
育
講
習
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

聞
か
せ
屋
。け
い
た
ろ
う
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！

　
「
絵
本
の
楽
し
さ
を
大
人
に
伝
え
た
い
」

と
夜
の
路
上
で
読
み
聞
か
せ
を
始
め
、
全
国

各
地
で
読
み
聞
か
せ
の
講
師
と
し
て
も
活
躍

中
。
丸
ご
と
一
日
、
け
い
た
ろ
う
ワ
ー
ル
ド

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

３
／
21 

（水）　

春
分
の
日

■
場
所　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

■
講
師　

坂
口
慶
氏

（「
聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
」）

■
内
容
／
時
間
／
対
象

 

・
親
子
で
楽
し
い
お
は
な
し
会

　

10
：
00
〜
10
：
30
／
未
就
学
児
親
子
（
定

　

員
20
組
）

 

・
読
み
聞
か
せ
講
座

　

13
：
00
〜
14
：
30
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
読

　

み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人（
定
員
50
人
）

※
い
ず
れ
も
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

■
申
込
方
法

　

図
書
館
に
電
話
も
し
く
は
来
館

■
申
込
期
間　

２
／
14 

（水）
〜
３
／
11 

（日）

２
０
１
７
年
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
＆

ベ
ス
ト
予
約（
本
館
の
み
）

本館 5（月）、7（水）、11（日）、12（月）、
13（火）、18（日）、26（月）

ゆや分館 5（月）、13（火）、19（月）、26（月）

‐２月の休館日‐

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

共
通
事
項

● 

必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

　

乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

ベストリーダー ベスト予約

第１位 継続捜査ゼミ／今野敏
蜜蜂と遠雷

／恩田陸

第２位 蜜蜂と遠雷／恩田陸
九十歳。何がめで
たい／佐藤愛子

第３位 去就／今野敏 アキラとあきら
／池井戸潤

第４位 九十歳。何がめでたい／佐藤愛子
素敵な日本人

／東野圭吾

第５位 サーベル警視庁／今野敏
かがみの孤城

／辻村深月

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
（
入
場
無
料
）

■
上
映
タ
イ
ト
ル

　

猿
の
惑
星  

新
世
紀
（
131
分
）

※
音
声
：
英
語
、
字
幕
：
日
本
語

■
上
映
期
間　

２
／
14 

（水）
〜
18 

（日）

■
上
映
開
始
時
間　

10
：
00
〜
、
14
：
00
〜

※
上
映
作
品
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

２
月
11
日
（日）
は
本
館
の
み
休
館

　

２
月
11
日
（日）
は
建
国
記
念
日
で
祝
日
の
た

め
、  

本
館
の
み
休
館
し
、
分
館
は
通
常
ど
お

り
開
館
し
ま
す
。
２
月
13
日
（火）
は
本
館
・
分

館
と
も
振
替
休
館
の
た
め
休
館
し
ま
す
。



　　

長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

2018.2.1 2829

　

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
枯
れ
葉

や
枯
れ
草
が
多
く
な
る
こ
と
に
加

え
、
空
気
の
乾
燥
や
季
節
風
な
ど

に
よ
る
気
象
条
件
に
よ
り
、
山
火

事
発
生
の
危
険
性
が
高
く
な
る
時

期
で
す
。
山
火
事
は
い
っ
た
ん
発

生
す
る
と
消
火
は
容
易
で
は
な

く
、
貴
重
な
資
源
を
失
う
と
と
も

に
そ
の
回
復
に
は
長
い
年
月
と
多

く
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ

れ
、
山
に
入
る
機
会
も
増
え
て
き

ま
す
が
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

日
や
風
が
強
い
日
に
は
た
き
火
や

火
入
れ
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
た
き
火
な
ど
を

行
う
際
は
事
前
に
消
防
署
に
電
話

連
絡
を
行
い
、
必
ず
消
火
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
署
へ
の
電
話
連
絡
は
、
煙

を
火
災
と
間
違
え
て
通
報
さ
れ
る

人
に
対
応
す
る
た
め
で
、
焼
却
に

対
す
る
許
可
で
は
あ
り
ま
せ
ん

山
火
事
に
注
意
を

め
ざ
せ
、健
康
長
寿

健康メモ

み
ん
な
の
元
気
が 

な
が
と
の
元
気

No.58

はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり

長門市保健センター
℡ 23-1133

　

「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
人
口
動
態

の
現
状
分
析
か
ら
、
ま
ち
の
魅
力
の

源
と
な
る
産
業
活
力
を
失
う
危
機
を

打
開
す
る
た
め
の
成
長
力
を
生
む
取

組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
に
対
す
る
短
期
・

中
長
期
で
の
歯
止
め
を
目
的
に
、
子

育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
、
若
者

の
夢
が
実
現
で
き
る
環
境
整
備
の
た

め
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
行
っ
て
も
な

お
、
一
定
の
人
口
減
は
避
け
ら
れ
な

い
た
め
、
こ
う
し
た
環
境
下
に
あ
っ

て
も
活
力
を
維
持
で
き
る
地
域
づ
く

り
が
加
え
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

社
会
の
形
成
に
向
け
、
住
民
自
治
に

よ
り
地
域
特
有
の
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
、
本
市
が
行
う

集
落
機
能
再
生
事
業
を
活
用
し
、
現

在
10
ヵ
所
で
「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
、
自
治
会
組
織
や

活
動
団
体
が
連
携
し
た
取
組
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
協
議
会
に
お
い
て
は
、

自
ら
が
目
指
す
地
域
の
将
来
像
を
明

確
に
す
る
た
め
の
「
夢
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
、
地
域
活
動
団
体
と
と
も
に

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
か
つ
く
」
で
は
、

こ
の
地
域
づ
く
り
計
画
を
実
現
す
る

た
め
の
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
高

齢
者
料
理
教
室
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
月
４
日
（日）
に
は
、

10
時
か
ら
13
時
ま
で
、
パ
タ
屋
で

「
む
か
つ
く
日
曜
市
」
と
し
て
、
地

域
の
野
菜
や
イ
チ
ゴ
、
花
な
ど
の
ほ

か
、
移
住
者
の
有
志
に
よ
る
う
ど
ん

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
地
域
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
　

　

第
58
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
協
議
会
茨
城
大
会
は

「
フ
ァ
ン
ス
ポ
ー
ツ
〜
す
べ
て
の

人
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
昨
年
11
月
９
・

10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

大
会
は
国
体
が
行
わ
れ
る
２
年
前

の
都
道
府
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

基
調
講
演
は
元
プ
ロ
野
球
選
手

の
大
久
保
博
元
氏
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
話
は
少
し
も
眠
気
を
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
惹
き
付
け
ら
れ
、

監
督
経
験
を
通
し
て
積
み
上
げ
ら

れ
た
理
論
は
な
る
ほ
ど
と
思
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
力
で
楽
し
い
未
来
を
創

る
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
資
質
向
上
や
人
材
育
成
、
地
域

共
生
社
会
の
構
築
、
高
齢
期
の
ス

ポ
ー
ツ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、
子

ど
も
た
ち
の
運
動
実
態
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
確
立
に
向
け

て
」
と
い
う
分
科
会
に
参
加
。
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
子
、
し
な
い
子
の

二
極
化
の
問
題
、
体
力
低
下
に
つ

い
て
事
例
発
表
を
聞
き
、
私
た
ち

も
具
体
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
て
感
じ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
連
携
」
す
る
と
い
う

こ
と
。
地
域
や
行
政
、
学
校
な
ど

と
一
緒
に
連
携
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５▲来年は鹿児島県で開催

火災救急
件数［12月］
（　）内は平成29年累計

火

災

救
急

建　物
0（15）

林　野
0（1）

車　両
0（0）

船　舶
0（1）

その他
0（7）

179
（1,965）

合　計
0（24）

　

国
が
推
奨
す
る
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒
と
は
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー

ル
で
約
20
ｇ
程
度
（
下
表
）
で
す
が
、

女
性
や
高
齢
者
は
ア
ル
コ
ー
ル
分
解

能
力
が
低
い
の
で
、
こ
の
半
量
程
度

が
適
量
で
す
。

　

体
内
に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

胃
や
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
血
液
で
全

身
を
め
ぐ
り
肝
臓
に
運
ば
れ
、
分
解

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
飲
み
過
ぎ
る

と
分
解
が
追
い
つ
か
ず
、
再
び
血
液

で
全
身
を
め
ぐ
り
、
肝
臓
で
分
解
さ

れ
る
処
理
を
繰
り
返
す
た
め
、
肝
臓

に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓

だ
け
で
な
く
、
全
身
の
血
管
を
傷
つ

け
ま
す
。
肥
満
や
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
し
、
が
ん

や
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　
お
酒
は
適
量
が
肝
心

　
〜
節
度
を
も
っ
て
適
量
の
お
酒
を
楽
し
も
う
〜
　
　

ま
た
、
飲
酒
が
習
慣
化
す
れ
ば
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
恐
れ
も
あ

り
、
心
身
の
健
康
を
損
な
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
適
量
で
あ
れ
ば
ま
っ
た

く
飲
ま
な
い
人
に
比
べ
て
、
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
飲
め
な
い
人
が
無
理
に
飲

む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
酒
の
上
手
な
付
き
合
い
方

◯
肝
臓
を
休
ま
せ
る
た
め
、
週
に
二

　

日
は
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

◯
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
急
上
昇

　

を
防
ぐ
た
め
、
食
事
を
し
な
が
ら

　

ゆ
っ
く
り
飲
み
ま
し
ょ
う

◯
肝
臓
や
胃
腸
を
守
る
た
め
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
度
数
の
強
い
も
の
は
薄
め

　

て
飲
み
ま
し
ょ
う

◯
眠
り
が
浅
く
な
る
の
で
、
寝
酒
は

　

や
め
ま
し
ょ
う

　

お
酒
は
上
手
に
付
き
合
え
ば
百
薬

の
長
で
す
。
飲
み
過
ぎ
て
「
百
厄
の

長
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

第
58
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
に
参
加
し
ま
し
た

▲２月４日（日）に開催が予定されている「むかつく日曜市」

■１日のお酒の適量（いずれか１種類）
※アルコール度数は目安です

お酒の種類 度  数 適  量

ビール ５度 500ml

日本酒 15 度 180ml

焼酎 25 度 100ml

ウイスキー 40 度 60ml

ワイン 12 度 200ml

※
次
回
は
「
睡
眠
」
に
つ
い
て
掲
載

　

し
ま
す
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2 月のカレンダー 2018 February ２
１ 木

●みすゞ児童作品コンクール優秀作品展／金子みすゞ記念館／2月25日まで
●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時

２ 金

３ 土

４ 日

山口県知事選挙　●ちびなが商店街をつくろう13・わいわいフェスタ／ルネッサながと／10時～15時30分（わい
わいフェスタは15時まで）　●むかつく日曜市／パタ屋／10時～13時

５ 月

６ 火

●萩焼展～寄贈された萩焼深川窯作品展パート３／ながと歴史民俗資料室／９時～17時／３月25日まで　
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

７ 水

８ 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）
●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時

９ 金

10 土
●長門市ただいま。／ラポールゆや／14時～

11 日

建国記念の日　●おやじバンドまつりVol.14／ルネッサながと／13時30分～
●日置駅伝大会／神田小スタート／開会式9時～／スタート10時10分

12 月

振替休日

13
火

上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　
●行政相談／三隅支所・ラポールゆや／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約
（℡22-2811）  ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

14 水

●恩湯等施設整備・運営事業公開ヒアリング／湯本観光ホテル西京／10時～

15
木

●カルシウムたっぷり食生活講座／長門市保健センター／9時30分～13時／有料・要申込（℡23-1133）
●人権・行政合同相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時　●行政相談／日置支所／10時～12時　●発達クリ
ニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）

16 金

●ウォーキング教室／三隅保健センター／9時30分～11時30分／要申込（℡43-2444）

17 土

18
日

●発達障害児支援講演会／三隅保健センター／10時30分～15時30分　●古文書講座／三隅農業者トレーニングセ
ンター／13時30分～15時／有料・要申込（℡43-2818）●第13回和太鼓ワークショップ／ルネッサながと／13時
～15時／有料・要申込（℡26-6001）　

19 月

ながと食の日
●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要予約（℡22-2811）　

20 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　
●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）

21 水

22 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　

23 金

24 土
●やまぐち伝統芸能まつり資料展／ルネッサながと／10時～16時／28日（水）まで

25 日

●第４回やまぐち伝統芸能まつり／ルネッサながと／12時～
●古文書講座／三隅農業者トレーニングセンター／13時30分～15時／有料・要申込（℡43-2818）

26 月
ながと生涯学習の日

27 火
●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

28 水
固定資産税第４期納期限
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）

●イベント　●相談・健診

エネルギー…498kcal
たんぱく質…   19.3g
脂　　　質…   18.0g
炭 水 化 物…   60.5g
塩分相当量…     1.7g

水道修繕当番店（２月）

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

消費生活センターからのお知らせ
迷惑メールに誘導されてトラブルに！？

　　心当たりのないメール・
　　　　　　ＳＭＳには反応しない！

 ・長門市消費生活センター　℡ 23-1115
 ・山口県消費生活センター　℡ 083-924-0999

作り方
①油揚げは、油抜きをして短冊切りにする。
　青ネギは斜め切りにする。
②プロセスチーズは粗く刻み、みじん切りに
　したしょうがとごはんを混ぜ合わせ、丼に
　よそう。
③小鍋に①の油揚げと、合わせたＡを入れ火
　にかけ、沸騰したら３～４分煮る。
④ネギを加え、溶いた卵を回し入れてフタを
　し、半熟になったら②のごはんにかける。

食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会

※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください

 ・油揚げ　　  …   2 枚
 ・青ネギ  　　… 16 本
Ａだし汁　… 2 カップ
Ａしょうゆ
　　…大さじ 1と 1/2
Ａみりん　…大さじ１

お揚げとネギの卵とじ丼  - しょうがとチーズがポイントの丼 -

※発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市応急診療
　所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月 /日 曜 当　番　病　院 電話番号

2/4 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

2/11 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

2/12 月
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

2/18 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

2/25 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

3/4 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

地　区 道路部分 宅地部分

長門地区

水道課
℡ 23-1171
℡ 22-2111*

㈱大工燃料工業所   ℡ 22-2219

三隅地区 リフォームあんどう
℡ 22-5911

日置地区 ㈲安田建材　　　   ℡ 32-1217
℡ 090-1013-6036*

油谷地区 ㈲キハラ　　　　 ℡ 34-0018

材料（４人分）

栄養価（１人分）

問い合わせ －困ったときは、まず相談－

* は休日・夜間のみ

 ・卵…4個
 ・ごはん　　   …600g
 ・しょうが　   …適量
 ・プロセスチーズ
　　　　　　　…4個

ワンポイントアドバイス

油揚げにしっか
り味を含ませる
ことで、コクが
出ておいしく仕
上がります。

ほっちゃテレビ放送予定
2/9（金）・11（日）

毎月19日は「ながと食の日」

相談事例
　迷惑メールがたくさん届いて困っている。メー
ルの発信元に心当たりがなく「配信停止はこち
ら」とメールアドレスが書かれているが、返信し
てもよいものか。 

　近年、携帯電話やパソコンなどに届く不審な電
子メールや SMS（ショートメッセージサービス）
に関する相談が増えています。
　迷惑メールに書かれている電話番号に連絡す
る、返信する、URL をクリックするなど、なん
らかの反応をしたことで、個人情報が聞き出され
たり、出会い系サイトに誘導されたりする別のト
ラブルのきっかけとなる場合があります。
　心当たりのない不審なメールが届いたら、開か
ずに削除し、反応しないようにしましょう。
　実在する事業者をかたっている場合は、その事
業者のホームページや問い合わせ窓口に直接連
絡をとるようにして、メールに書かれている連絡
先やURL 先から確認することはやめましょう。

アドバイス
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長
門
市
市
民
憲
章

①
青
い
海
　
み
ど
り
の
大
地

   い
か
し
あ
う
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

忘
れ
た
唄
　
　
金
子
み
す
ゞ
　『

金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

野
茨
の
は
な
の
咲
い
て
ゐ
る
、

こ
の
草
山
に
け
ふ
も
來
て
、

忘
れ
た
唄
を
お
も
ひ
ま
す
。

夢
よ
り
遠
い
、
な
つ
か
し
い
、

ね
ん
ね
の
唄
を
お
も
ひ
ま
す
。

あ
あ
、
あ
の
唄
を
う
た
う
た
ら
、

こ
の
草
山
の
扉と

が
あ
い
て
、

と
ほ
い
あ
の
日
の
か
あ
さ
ま
を
、

う
つ
つ
に
、こ
こ
に
、み
ら
れ
ま
し
よ
。

け
ふ
も
、
さ
み
し
く
草
に
ゐ
て
、

け
ふ
も
海
み
て
お
も
ひ
ま
す
。

「
船
は
し
ろ
が
ね
、
櫓ろ

は
黃こ
　
が
ね金
」

あ
あ
、
そ
の
あ
と
の
、
そ
の
さ
き
の
、

お
も
ひ
出
せ
な
い
ね
ん
ね
唄
。

編
集
後
記

長門市のDATA
〔平成30年1月１日〕

人　口 34,893 人 ( -70)
　　男 16,205 人 ( -40)
　　女 18,688 人 ( -30)
世帯数 16,103 世帯 ( -17)

( ) 内は先月比

〔12月分〕 出生 16 人 死亡 73 人
 転入 　38人 転出  51 人
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長
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市
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〒
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■
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総
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表
紙
の
説
明

　

１
月
３
日
（水）
、
平
成
30
年
長
門
市
成

人
式
が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行
わ
れ
、

ス
ー
ツ
や
振
袖
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
268
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
大
西
市
長
が
、「
試
練
も

待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

決
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
活
躍
し
て
く
だ

さ
い
」と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
や
記
念
写
真
の
撮
影
が
終
わ
っ

た
後
は
、
仲
間
同
士
で
写
真
を
撮
っ
た

り
、
近
況
報
告
を
し
た
り
す
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

（
成
人
式
特
集 

15
〜
18
ペ
ー
ジ
）

平
成
30
年
長
門
市
成
人
式

新
成
人
の
自
覚
を
胸
に▲再会を喜ぶ新成人ら

　

幼
い
こ
ろ
の
写
真
が
必
要
に
な
り
、

古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
っ
て
い
た
休

日
。
若
か
り
し
両
親
や
祖
父
母
の
表

情
以
上
に
、
背
後
に
映
る
20
年
以
上

前
の
景
色
が
気
に
な
り
ま
し
た
▼
昨

年
５
月
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
湯
本
温

泉
ま
つ
り
、
子
ど
も
み
こ
し
の
バ
ッ

ク
に
映
る
の
は
解
体
を
目
前
に
控
え

た
恩
湯
で
す
。
湯
本
温
泉
だ
け
で
な

く
、
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
で
は
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
工
事
が
進
み
、

１
月
か
ら
は
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設

工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
▼
変
わ
り
続

け
る
ま
ち
の
姿
を
焼
き
付
け
、
い
つ

ま
で
も
歴
史
を
語
り
継
ぐ
。
写
真
に

は
そ
ん
な
力
が
あ
り
ま
す
。
長
門
市

の
今
を
届
け
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
未

来
に
も
届
け
る
ん
だ
。
そ
ん
な
思
い

で
今
年
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す
。


